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竹田で夢を叶えるために
奮闘する「地域おこし協力隊」
　竹田市には現在、総勢 29 名の「地域おこし協力隊」のみなさんが居住し、地域活性化に熱
い意欲を持って活動しています。今月号は、竹田城下町に土産品店、久住高原に吹きガラス
工房をオープンし、自立という「夢」に向かって、奮闘する協力隊員をご紹介します。

　
７
月
28
日
、
竹
田
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
井い
の
う
え上

愛な
る
ひ
と仁

さ
ん
（
35
歳
・

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
）
と
、
松ま
つ

井い

知ち

え

み
恵
美
さ
ん
（
33
歳
・
群
馬
県
み

ど
り
市
出
身
）
が
久
住
さ
や
か
施
設

内
（
久
住
町
久
住
３
９
８
７
）
に
、

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
「M

agm
a Glass 

Studio

（
マ
グ
マ
グ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
）」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
ク
リ
エ
ー
タ
ー
で
も
あ
る

井
上
さ
ん
と
松
井
さ
ん
が
こ
の
工
房

で
制
作
し
た
ガ
ラ
ス
作
品
を
通
じ

て
、
自
然
豊
か
な
竹
田
の
魅
力
を
国

内
外
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
若
手
作
家
や
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
働
く
方
々
等
と
、
制
作
場

所
を
共
有
す
る
こ
と
で
多
才
な
人
材

が
集
ま
り
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

富
山
ガ
ラ
ス
造
形
研
究
所
で
ガ
ラ
ス

を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
大
阪
で
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
勉
強
を
し
て
、
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
関
係
の
仕
事
に
就
職
。

後
に
、
富
山
ガ
ラ
ス
研
究
所
同
期
生

の
井
上
さ
ん
か
ら
声
が
か
か
り
、
ガ

ラ
ス
工
芸
の
現
場
に
復
帰
し
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

　
「
お
客
様
が
い
つ
ま
で
も〝
竹
田
〟

を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
特
別
な
時
間
を
ご
提
供
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

自
分
の
ガ
ラ
ス
工
芸
を
模
索
し
な
が

ら
、
こ
の
土
地
に
あ
る
も
の
を
活
か

し
て
作
品
づ
く
り
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

竹
田
で
生
ま
れ
た
夢
は
、
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

く
「
文
化
芸
術
」
の
拠
点
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て

　

井
上
さ
ん
は
、
20
歳
の
時
の
ひ
と

り
旅
を
き
っ
か
け
に
ガ
ラ
ス
の
魅
力

に
心
を
奪
わ
れ
、
海
外
や
富
山
ガ
ラ

ス
研
究
所
で
「
ガ
ラ
ス
」
を
学
び
ま

す
。
高
橋
禎
彦
グ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
等

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
て
２
０
１
１

年
に
独
立
し
、
出
身
地
の
横
浜
で

「Naruhito Glass

」
を
設
立
。
そ
の

後
「
子
育
て
」「
作
品
づ
く
り
」
を

自
然
の
中
で
し
よ
う
と
、
全
国
各
地

を
探
し
、
大
分
県
竹
田
市
の
地
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。

　
「
素
晴
ら
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た

お
陰
で
、
自
分
自
身
の
感
性
が
シ
ン

プ
ル
に
な
っ
た
。
無
理
を
し
な
く
て

い
い
。
欲
が
減
っ
て
、
素
材
と
の
対

話
で
き
る
。外（
都
市
）で
発
表
し
て
、

内
（
田
舎
）
に
帰
っ
て
く
る
。
繰
り

マグマグラススタジオ
Open　10：00～17：00　定休日は火曜日。
熱いガラスを吹きながらコップや一輪
ざしをつくる「吹きガラス」や、ガラ
スに砂を吹きかけてお好みのイラスト
を彫る「サンドブラスト」等が体験で
きます。問☎ 76-1878

返
す
こ
と
で
、
こ
こ

の
良
さ
を
知
る
の
で

す
。
地
元
の
み
な
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
一
緒
に
な
っ

て
、
地
域
を
盛
り
あ

げ
て
い
き
た
い
」

　

松
井
さ
ん
は
多
摩

美
術
大
学
を
卒
業
後
、

久住高原に「ガラス工房」を
オープンした

井上　愛仁 さん
　 Naruhito　Inoue

松井知恵美 さん
　 Chiemi　Matsui

↑熱い中の作業が多いので、「涼しい久住高原は快適」

T
　 タ ケ タ 　

AKETA  A
ア ー ト

RT  C
 カ ル チ ャ ー  

ULTURE  2015 

今年のテーマ 「暮らし」「衣食住」
会期：９月12日㈯・13日㈰・19日㈯・20日㈰・
　　　21日（月・祝）・22日（火・振休）・23
　　　日（ 水・ 祝 ）・26日 ㈯・27日 ㈰ ・10月
　　　３日㈯【全10日間】11：00-17：00
会場： 竹田市城下町一帯（15 か所程度：既
　　　存店舗とのコラボレーション）
プログラム：アート・クラフト（作品展示、滞
　　　在制作、制作公開）／上演／食／ワーク
　　　ショップ
ゲストアーティスト：木村崇人（現代美術家／滞
　　　在制作・展示）、中村好文（建築家／講
　　　演会）

●お問い合せ　竹田アートカルチャー実行委員会
　☎ 080-3966-6208（児玉）
　URL：www.taketaartculture.com



2015年9 月発行3

人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　 口　23,447　 人（ － 34 人 ）
男　 性　10,929　 人（ － 13 人 ）
女　 性　12,518　 人（ － 21 人 ）
世帯数　10,524 世帯（－   8 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数

（平成 27 年 8 月 1 日現在）
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６
月
上
旬
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

２
年
目
の
宮
﨑
透
さ
ん
（
25
歳
）
が

市
内
に
移
住
し
て
き
た
作
家
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
た
ち
の
作
品
を
商
品
と
し
て

取
り
扱
う
土
産
店
「m 　

み
 
 
ち
　

ichi

」
を
竹

田
城
下
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

人
の
た
め
に
、役
立
ち
た
い

　

大
分
市
出
身
。
京
都
の
大
学
を
卒

業
後
、
昨
年
度
か
ら
本
市
の
「
協
力

隊
」
を
務
め
、毎
月
発
行
さ
れ
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
新
聞
」
の
編
集
長

と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

　

昨
年
は
主
に
「
地
域
振
興
」
の
職

務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
主
に「
地
域
貢
献
を
し
よ
う
」と
考

え
た
宮
﨑
さ
ん
は
、
観
光
客
の
「
モ

ノ
を
売
っ
て
い
る
土
産
店
が
少
な

い
」、移
住
者
の「
お
客
様
の
反
応
が

聞
き
た
い
」、地
元
住
民
の「
移
住
し

て
き
た
作
家
た
ち
の
作
品
を
（
ネ
ッ

ト
以
外
で
）
直
接
買
え
る
と
こ
ろ
が

な
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、空
き

店
舗
を
私
費
で
改
装
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
「m 　

み
 
 
ち
　

ichi

」
は
多
く
の
「
人
」

の
思
い
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
交
流
を

生
む
拠
点
と
し
て
、
訪
れ
た
お
客
に

商
品
の
説
明
や
作
家
の
思
い
を
伝

え
、
ま
た
観
光
名
所
等
も
Ｐ
Ｒ
す
る

等
、
城
下
町
か
ら
「
竹
田
」
の
魅
力

を
発
信
し
ま
す
。
今
後
は
、
地
元
出

身
者
の
作
品
も
仕
入
れ
る
等
、
新
し

い
企
画
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　
「
竹
田
に
来
て
、
人
の
温
か
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
一
生

懸
命
に
や
っ
て
い
る
人
を
輝
か
せ
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
た
い
で
す
ね
」

　

店
名
の
「m 　

み
 
 
ち
　

ichi

」
は
、『「
道
」

す
が
ら
、「
未
知
」
な
る
出
逢
い
を
、

心
「
満
ち
」
る
ひ
と
と
き
を
』
と
い

う
思
い
込
め
て
、
名
付
け
ら
れ
た
も

の
。
宮
﨑
さ
ん
の
歩
む
「
み
ち
」
は
、

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

michi　
Open：土日祝日　10：00～18：00
竹田市大字竹田 1995 番地２
※詳細は FB を検索してください

竹田城下町に「土産店」をオープンした

宮﨑　透 さん
   Toru　Miyazaki

頑張ります！

９月１日に着任した地域おこし協力隊員をご紹介します。   
（①住所地　②勤務先　③抱負）

①福岡県大野城市　 ②企画情報課　
③ムービーを撮るのもパソコンで編集するのも大好き。山好き
が高じて、くじゅう連山で映画を撮る究極の趣味を楽しんでい
たら、竹田市と縁ができました。文化と歴史が薫り、自然がい
っぱいの竹田市。素敵な素材がいっぱい転がっています。1 年
後、私は来るべくして竹田市に来たのだ……と言えるように頑
張ります。 尾

お
登
とう

　憲
けん

治
じ

さん（65 歳）
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竹
田
市
文
化
の
中
枢
と
し
て
役
割

を
持
つ
「
竹
田
文
化
会
館
」
が
昭
和

51
年
（
１
９
７
６
）
７
月
２
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

設
計
は
竹
田
に
縁
故
が
あ
り
、
東

大
卒
業
後
は
吉
村
設
計
事
務
所
に

勤
め
て
い
た
新
進
気
鋭
の
建
築
家
・

福
井
健
二
氏
（
中
津
市
出
身
）。
背

景
に
あ
る
山
の
稜
線
に
倣
う
よ
う

に
、
考
案
さ
れ
た
の
が
現
在
の
文
化

会
館
の
姿
で
し
た
。

　

こ
の
会
館
は
昭
和
49
年
に
着
工

し
、
３
か
年
継
続
事
業
で
建
設
さ

れ
、
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
２
９
８
７
・
２
平

方
㍍
。
総
工
費
は（
当
時
の
価
格
で
）

５
億
４
３
２
５
万
円
。
会
館
の
構
造

は
１・
２
階
の
約
１
千
人
の
収
容
の

（
当
時
は
「
瀧
廉
太
郎
記
念
ホ
ー
ル
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
）
大
ホ
ー
ル
で
、

大
中
小
の
会
議
室
や
結
婚
式
場
等
も

あ
り
ま
し
た
。
緞
帳
は
田
能
村
竹
田

の
「
暗
香
疎
影
図
」
で
格
調
の
高
い

も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、本
市
の
名
誉
市
民・彫
刻
家

の
朝
倉
文
夫
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
生

誕
」
が
玄
関
前
、「
三
相
」
が
ホ

ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
、
こ
け
ら
落
と

し
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
上
方

演
芸
会
」
の
収
録
。
翌
日
に
は
、

落
成
記
念
市
民
芸
能
大
会
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
大
い
に
賑
わ
っ

た
と
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
約
40
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
市
民
の
生
活
文
化
の
向
上

を
図
り
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
、
ま
ち
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
施
設
で
す
。

　

そ
し
て
、
記
憶
に
新
し
い
平
成
24

年
に
発
生
し
た
「
７
・
12 

竹
田
市
豪

雨
災
害
」
に
よ
っ
て
、
過
去
最
大
の

浸
水
被
害
に
遭
い
、
休
館
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
「
新
文
化
会
館
」
の
建
設
に
向
け

て
、
一
歩
ず
つ
進
捗
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
　
　
　
＊

　
８
月
23
日
、「
竹
田
市
文
化
会
館
・

中
央
公
民
館
お
別
れ
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
文
化
会
館
関
係
者
、
地
元

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。
工
事

関
係
者
に
よ
り
文
化
会
館
の
名
板
が

取
り
外
さ
れ
、
施
工
業
者
代
表
か
ら

首
藤
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
青
年
団
の
手
で
結
婚
式
や
節
句

が
行
わ
れ
た
り
、
思
い
出
が
多
い
の

で
さ
み
し
い
」「
芸
能
祭
の
発
表
等

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
…
。

　

最
後
に
お
別
れ
式
出
席
者
全
員
で

「
荒
城
の
月
」
を
合
唱
し
、
現
文
化

会
館
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
車
の
乗
り
入
れ
や

い
よ
い
よ
取
り
こ
わ
し
が
始
ま
る
︱
︱
︱

文
化
会
館

【写真説明】①昭和 51 年７月オープン「竹田文化会館」（当時）②大分県
民芸術文化大賞を受賞した「瀧廉太郎没後 100 年記念・瀧廉太郎作品全
曲演奏会」（平成 15 年）③瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール。
若き声楽家たちの聖地　④文化連盟芸能祭　⑤思い出の成人式　⑥藤井
凡大先生が指揮した九大男声合唱団　⑦度重なる集中豪雨に襲われた　
⑧田能村竹田 150 年祭　⑨超満員で賑わうチャリティショー

ありがとう。
　さようなら。

❶❷

❸

❹

❼

❺

❽

❻

❾

立
ち
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
工
期
は
平
成
28
年
２
月

24
日
ま
で
。
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文化会館

　

冒
頭
で
首
藤
市
長
は
「
文
化
会

館
財
源
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
。

文
化
会
館
の
総
事
業
費
に
か
か
る

23
億
円
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
や
地
方
債
な
ど
を
充
当
し
、

市
の
一
般
財
源
か
ら
は
約
４
億
円

の
持
ち
出
し
で
済
む
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
設
計
者
の
有
限
会
社

香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
は
、
こ
れ

ま
で
に
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
等

を
含
め
た
「
基
本
設
計
」
案
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
大
ホ
ー
ル
（
鉄
骨
造
１
階
約
５
０

０
席
・
２
階
約
２
４
０
席
程
度
。
音

楽
、
合
唱
、
演
劇
等
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
想
定
）

○
小
ホ
ー
ル（
鉄
骨
造
約
２
０
０
席
、

手
作
業
に
よ
る
客
席
の
設
置
方
式

か
ら
可
動
式
客
席
に
変
更
）

○
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
カ
フ
ェ
パ
ン
ト
リ
ー
ほ
か
）

○
木
造
施
設
（
楽
屋
・
練
習
室
・
通

路
・
会
議
室
・
ラ
ウ
ン
ジ
ほ
か
、
多

目
的
に
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
整
備
）

○
調
理
・
給
湯
室
と
架
設
の
調
理
器

具
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
追
加

○
体
育
セ
ン
タ
ー
は
リ
ハ
ー
サ
ル
や

各
種
展
示
会
場
と
し
て
も
利
用
で

き
、
文
化
会
館
と
一
体
と
し
て
活
用

　
今
回
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主

　
な
質
疑
応
答
を
ご
紹
介
し
ま
す

■Q
（
会
場
の
質
問
者
）　

基
礎
の
高

さ
が
１・
２
㍍
と
な
っ
て
い
る
が
、

大
丈
夫
で
す
か
？
（
水
害
対
策
）

A
（
回
答
・
香
山
研
） 

１・
２
㍍
の

根
拠
は
、
搬
入
口
に
ト
ラ
ッ
ク
を
乗

り
付
け
る
高
さ
か
ら
導
い
て
い
ま

す
。浸
水
の
心
配
に
対
し
ま
し
て
は
、

全
体
的
に
建
物
の
開
口
部
を
極
力
少

な
く
設
計
し
て
い
ま
す
。
開
口
部
も

ド
ア
を
水
密
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

な
ど
の
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
。

■Q　
会
議
室
と
楽
屋
兼
用
の
部
屋

の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
部
屋
の
利
用

計
画
が
あ
り
ま
す
か
？　
旧
公
民
館

は
い
ろ
い
ろ
な
部
屋
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。

A　

公
民
館
に
よ
く
あ
る
部
屋
と
し

て
「
○
○
室
」
な
ど
と
用
途
別
の
名

称
を
付
け
た
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
確

か
に
用
途
別
の
部
屋
数
が
あ
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
今
回
は
、
限
ら
れ
た

予
算
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
用
途

に
対
応
で
き
る
部
屋
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

■Q　
ホ
ー
ル
客
席
天
井
は
、
音
響

面
か
ら
か
な
り
の
高
さ
を
と
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
空
調
の
面
を
考
え
る

と
コ
ス
ト
が
か
か
る
よ
う
に
思
う

が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
的
に
は
大

丈
夫
で
す
か
？

A　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
は
公
共
施
設
建
設
で
必
須

の
課
題
で
す
。
今
回
の
設
計
で
は
、

客
席
に
循
環
式
の
空
調
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
り

ま
す
。

■Q　
施
設
内
の
通
路
が
狭
い
よ
う

に
感
じ
る
。
高
齢
者
等
に
対
し
て

は
大
丈
夫
で
す
か
？

A　

幅
３
・
６
㍍
を
と
っ
て
い
ま
す

の
で
、
安
全
だ
と
判
断
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
人
の
流
れ
を
想
定
し

な
が
ら
細
部
を
設
定
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、新
文
化
会
館
に
夢
を
託
し
て

新文化会館の
「基本設計」修正案を報告

　第２回文化会館を考える市民フォーラム開催

　７月 29 日、「第２回文化会館を考える市民フォーラム」
が竹田市総合社会福祉センターで行われ、市民約 80 名
が参加しました。

↑充実した質疑が行われた「第２回文化会館を考える市民フォーラム」

↑新文化会館の構想模型（現時点）

「
感
動
と
活
力
を
生
む　
学
び
と
創
造
の
交
流
拠
点
」

文
化
会
館
を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

                         　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
第
３
回
市
民
説
明
会
）

　
　

新
文
化
会
館
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
日
時　
９
月
29
日
㈫　

午
後
６
時
30
分
～

　
　

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　

内
容　
新
文
化
会
館
の
「
基
本
設
計
」
案
に
つ
い
て
の
報
告
と

　
　
　
　

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

　
　
問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎
63-

４
８
１
７
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「阿
あ

南
な み こ れ ち か

惟幾像」から学ぶ

戦後70年  平和の誓い新たに  

８月 22 日、終戦時の最後の陸軍大臣・阿南惟幾大将（竹田市出身）の胸像が完成し、除幕式及び
記念式典が廣瀬神社で行われました。阿南惟幾大将胸像建立実行委員会が「人間性」「不戦の誓い」「平
和への誓い」を後世に伝えようと建立したもので、認識を新たにする歴史的一日となりました。

　

式
典
会
場
に
は
、
阿あ

南な
み

家
か
ら
三

男
・
惟こ

れ

正ま
さ

さ
ん
（
東
京
都
）、
五
男
・

惟こ
れ
し
げ茂

さ
ん
（
東
京
都
）
ほ
か
、
ご
遺

族
６
人
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

市
民
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
関
係
者

な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
。
神
事
の

あ
と
、
関
係
者
に
よ
る
除
幕
が
行
わ

れ
、大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

陸
相
時
代
を
モ
デ
ル
に
し
た
像

は
、
高
さ
は
（
台
座
を
含
め
て
）
約

２・
１
㍍
。
製
作
者
は
日
展
会
員
の

原
田
裕
明
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期

大
学
美
術
科
教
授
の
手
に
よ
る
も
の

で
、ご
多
忙
の
中
、こ
の
半
年
間
全
身

全
霊
を
か
け
て
製
作
に
打
ち
込
ま
れ

ま
し
た
。
胸
像
に
添
え
ら
れ
た
「
阿

南
惟
幾
像
」
の
文
字
は
、
三
男
・
惟

正
さ
ん
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
胸
像
建
立
は
今
年

６
月
に
急
逝
さ
れ
た
中
津
市
に
あ
る

梶
原
病
院
の
故・梶
原
直
理
事
長（
享

年
87
歳
）
が
阿
南
惟
幾
大
将
顕
彰
会

に
ご
寄
附
を
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発

し
、
全
国
か
ら
多
く
の
浄
財
が
寄
せ

ら
れ
、
設
置
の
運
び
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　
　
　
　

*

　

終
戦
か
ら
70
年
が
経
過
し
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
が
人
口
の
４
分
の

３
を
越
え
る
世
の
中
と
な
っ
た
今
、

戦
争
の
記
憶
を
持
つ
人
々
は
少
数
と

な
り
、
そ
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【写真説明】　①完成した「阿南惟幾像」の前にて。写真左から、土居昌弘
県議、首藤市長、阿南惟茂氏、阿南惟正氏、広瀬勝貞県知事、衛藤征士郎
衆議院議員、甲斐正章実行委員長、坂梨宏之進市議会議長、製作者・原田
裕明氏　②阿南惟幾大将　③阿南惟幾像　④竹田にゆかりのある曲を演奏
する「陸上自衛隊第４師団音楽隊」のミニコンサート　⑤「献吟」を捧げ
る淡窓伝光霊流日本詩道会のみなさん

↑謝辞の中で「平和」について述べる阿南惟正氏

❷ ❶❸

❺

❹
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昭
和
20
年
８
月
15
日
未
明
、
陸
軍

大
臣
阿
南
惟
幾
大
将
は
、「
一
死
を

以
っ
て
大
罪
を
謝
し
奉
る
」
の
遺
書

を
残
し
自
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
34
年
に
開
催
さ
れ
た
「
阿
南

陸
相
を
偲
ぶ
集
い
」
で
鈴
木
内
閣
の

国
務
大
臣
で
あ
っ
た
安
井
藤
治
氏
が

言
及
さ
れ
た
阿
南
大
将
の
終
戦
に
対

す
る
３
つ
の
根
本
理
念
と
は
、①「
終

戦
の
実
現
」、
②
「
国
体
の
護
持
と

皇
室
の
安
泰
」、
③
「
内
乱
・
暴
動

の
防
止
」
で
す
。
結
果
と
し
て
、
こ

れ
ら
阿
南
大
将
の
思
い
は
あ
ま
ね
く

達
成
さ
れ
、
今
日
の
我
が
国
の
繁
栄

が
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
申
し
述
べ
る

必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
阿
南
大
将
の
故
郷
で
あ
る

竹
田
市
で
は
昭
和
40
年
８
月
に
、
自

衛
隊
協
力
会
の
主
催
に
よ
り
『
阿
南

大
将
を
偲
ぶ
会
』
が
執
り
行
わ
れ
、

田
島
敏
行
元
竹
田
市
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
市
内
外
か
ら
の
ご
協
力
者
を

得
る
中
で
、
こ
こ
廣
瀬
神
社
境
内
に

岸
信
介
氏
の
揮
毫
に
よ
る
『
阿
南
惟

幾
大
将
顕
彰
碑
』
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
６
年
７
月
に
は
市

民
有
志
の
呼
び
か
け
に
よ
り
阿
南
惟

幾
顕
彰
会
が
創
設
。
翌
平
成
７
年
に

廣
瀬
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
50
年
忌
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

戦
後
70
年
、
阿
南
大
将
の
70
年
忌

を
迎
え
た
本
年
、
胸
像
の
建
立
と
周

辺
の
環
境
整
備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

*

　

阿
南
惟
正
さ
ん
は
式
典
の
挨
拶
の

中
で
、「
父
・
惟
幾
」「
戦
後
の
平
和
」

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し

た
（
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
）。

　　
「
父
惟
幾
は
、
最
後
に
陸
軍
大
臣

と
云
う
重
責
を
負
い
ま
し
た
が
、
そ

も
そ
も
軍
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
を

信
条
と
し
て
、
政
治
に
は
進
ん
で
関

与
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
涯
剣
道
や

弓
道
に
励
む
一
方
、
若
い
人
々
の
教

育
に
は
熱
心
で
、
い
く
つ
か
の
言
葉

を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
例
を
あ
げ

れ
ば
、

 

・
若
き
は
力
な
り

 

・
勇
怯
の
差
は
小
な
り　

さ
れ
ど
責

　

任
観
念
の
差
は
大
な
り

 

・
智
謀
の
差
は
小
な
り　

さ
れ
ど
実

　

行
力
の
差
は
大
な
り

 

・
己
れ
に
厳　

人
に
寛　

身
を
以
て

　

衆
を
ひ
き
ゆ
べ
し

 

・
徳
義
は
戦
力
な
り　

等
々

　

そ
し
て
、
自
ら
そ
の
精
神
で
事
に

あ
た
っ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
に
あ
っ
て
は
子
煩
悩
で
優
し

い
父
親
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
機
会
に
一
言
つ
け
加

え
て
、
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い

事
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
争
は
終
わ
り
、
東
京
が
大
変
な

食
料
難
に
陥
っ
た
時
、
母
綾
子
は
、

私
以
下
４
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
、

郷
里
の
玉
来
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

郷
里
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
の
中

で
、
妹
や
弟
２
人
は
南
部
中
学
校
、

玉
来
小
学
校
で
学
び
、
私
は
竹
田
高

校
を
卒
業
致
し
ま
し
た
。
後
に
も
、

こ
の
時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
た
亡
き

母
も
、
こ
の
度
の
胸
像
建
立
に
関
し

て
は
、
さ
ぞ
喜
び
感
謝
し
て
い
る
事

と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
当
時

か
ら
賜
わ
り
ま
し
た
郷
里
の
皆
様
方

の
ご
厚
情
に
対
し
、
こ
の
席
を
借
り

て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

本
年
は
終
戦
か
ら
70
年
。
日
本
は

焦
土
の
中
か
ら
復
興
し
、
再
建
し
、

成
長
し
、
今
日
の
平
和
と
繁
栄
を
勝

ち
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
民
全
体
の
努
力
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
同
時
に
、
先
の
大
戦

で
祖
国
の
た
め
に
、
尊
い
生
命
を
捧

げ
た
多
く
の
方
の
犠
牲
の
上
に
築
か

れ
た
も
の
で
す
」

　
　
　
　

*

　
「
戦
争
の
悲
惨
さ
・
愚
か
さ
」
だ

け
で
は
な
く
、「
戦
争
を
終
わ
ら
せ

る
こ
と
の
難
し
さ
」
を
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
に
教
え
て
く
れ
た
阿
南
大

将
の
想
い
を
大
切
に
し
、
こ
の
先
、

50
年
、
１
０
０
年
…
と
戦
争
の
な
い

時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
不
戦
の
誓
い
」
を
引
き
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

か
け
が
え
の
な
い
平
和
と
、
故
郷

竹
田
の
豊
か
な
未
来
の
た
め
に
。

忘
れ
な
い
で
。
今
日
の「
平
和
と
繁
栄
」は
、
尊
い
生
命
の
犠
牲
の
上
に
あ
る

戦
後
70
年
記
念
講
演
会
開
催

戦
後
70
年
を
迎
え
て 「
国
際
化
の
中
の
日
本
」

　
８
月
22
日
、
竹
田
市
・
阿
南
惟

幾
大
将
顕
彰
会
主
催
「
戦
後
70
年

記
念
講
演
会
」
が
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
元
中
国
特
命
全
権
大

使
の
阿
南
惟
茂
氏
を
迎
え
、「
戦
後

70
年
を
迎
え
て
︱
国
際
化
の
中
の

日
本
―
」
を
テ
ー
マ
に
講
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

阿
南
先
生
は
、
戦
後
70
年
の
世

界
情
勢
を
振
り
返
り
、「
私
た
ち
は

歴
史
の
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
自
ら

の
立
ち
位
置
を
定
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

日
々
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情

勢
は
変
化
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
訪
れ
た
参
加
者
に
と
っ

て
、「
国
際
化
の
中
で
、
日
本

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
考
え
、

ま
た
「
平
和
を
継
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
」
に
関
心
を
持
つ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

↑熱心に耳を傾ける参加者のみなさん

↑講演をする阿南惟茂氏

戦後 70 年  平和の誓い新たに
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西
山　
今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
い
ま

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
竹
田
市
は
農

村
回
帰
を
は
じ
め
、
温
泉
療
養
の
保
健
制
度

な
ど
独
創
的
な
政
策
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
私
の
所
属
す
る
企
画
情
報
課
や
議
会
事

務
局
、
そ
し
て
観
光
課
な
ど
に
は
全
国
か
ら

相
当
な
視
察
研
修
団
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
長　

そ
う
で
す
ね
。
た
ま
に
私
も
対
応
し

ま
す
が
、
大
学
や
一
流
企
業
な
ど
で
組
織
化
さ

れ
て
い
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
研
修
地
に
竹
田
市

を
指
名
し
て
く
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
よ

う
で
す
ね
。
全
国
の
人
た
ち
が
竹
田
市
の
情
報

を
得
て
、
そ
れ
を
「
竹
田
市
に
は
こ
ん
な
先
進

事
例
が
あ
る
」
と
宣
伝
し
て
く
れ
る
の
で
、
さ

ら
に
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

で
き
な
け
れ
ば
、
せ
め
て
昼
食
だ
け
で
も
竹
田

市
で
」
と
い
う
具
合
で
す
（
笑
）。

市
長　

い
や
、
立
派
で
す
。
行
政
の
経
営
力

と
い
う
や
つ
で
す
ね
。（
笑
）
そ
れ
で
も
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
だ
な
ん
て
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
実
績
も
あ
が
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
。

西
山　
そ
れ
は
も
う
（
笑
）。
た
と
え
ば
、
農

村
回
帰
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
移

住
者
は
１
１
３
世
帯
で
２
２
１
人
で
す
か
ら
。

特
に
作
家
た
ち
の
移
住
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

市
長　
そ
う
で
す
ね
。

西
山　

最
初
は
竹
藝
家
の
中
臣
一
さ
ん
の
誘

致
。
そ
の
次
が
染
色
家
の
辻
岡
快
さ
ん
、
竹

工
芸
の
桐
山
浩
実
さ
ん
、
さ
ら
に
和
紙
漉
き
の

小
野
加
代
さ
ん
、
最
近
で
は
ガ
ラ
ス
工
芸
の
井

上
愛
仁
さ
ん
ら
も
工
房
を
開
設
し
ま
し
た
か

ら
。
市
長
は
就
任
し
て
す
ぐ
に
農
村
回
帰
宣

言
市
を
標
榜
し
ま
し
た
し
、
同
時
に
城
下
町

再
生
も
唱
え
ま
し
た
よ
ね
。
こ
の
着
想
は
ど
ん

な
背
景
か
ら
で
す
か
。

市
長　
単
な
る
思
い
付
き
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
（
笑
）。

西
山　
い
や
、そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

先
が
見
え
て
い
る
よ
う
な
政
策
ば
か
り
で
す

よ
ね
。

市
長　

お
褒
め
い
た
だ
い
た
の
で
し
ょ
う
か

（
笑
）。
実
は
、
選
挙
な
ど
で
各
地
域
を
隈
な
く

そ
ん
な
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
担

当
課
の
対
応
も
大
変
で
し
ょ
う
。

西
山　

そ
う
で
す
ね
。
農
村
回
帰
運
動
が
テ

レ
ビ
で
全
国
放
映
さ
れ
て
後
藤
雅
人
君
な
ど

は
全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
で
す
か
ら
ね
え
。

市
長　
マ
ス
ク
も
い
い
し
、
し
ゃ
べ
り
も
う
ま

い
の
で
ス
タ
ー
級
で
す
ね
。
い
い
こ
と
で
す
。

西
山　

池
永
課
長
も
大
忙
し
で
嬉
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
た
だ
視
察
を
受
け
入
れ

る
の
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
盗
ま
れ
る
だ
け
で
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
課
長
は
必
ず
注
文

を
つ
け
て
い
ま
す
よ
。「
視
察
を
受
け
入
れ
ま

す
か
ら
宿
泊
地
は
竹
田
市
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Т
О
Ｐ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

市
長
に
聞
く
⑤

竹
田
市
独
自
の「
政
策
」を
展
開

　

す
べ
て
は
未
来
へ
の
財
産
づ
く
り

　
地
方
創
生
が
唱
え
ら
れ
る
前
か
ら
、
竹
田
市
は
独
自
の
政
策
展
開
を
行
っ
て
き
た
。
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
特
に

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
の
充
実
、
地
場
産
業
の
振
興
な
ど
で
あ
る
。
今
回
は
新
た
な
政
策
展
開
に
寄

せ
る
市
長
の
構
想
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
は
企
画
情
報
課
の
西
山
泰
輝
）

■

全
国
区
の
政
策
に
取
り
組
む
頼
も
し
い
行
政
に

「
地
域
と
人
」、「
人
と
人
」の
出
会
い
を
つ
く
る
ま
ち ↑市長に新たな政策展開を訊く西山泰輝（企画情報課）
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歩
く
こ
と
を
重
ね
る
と
地
域
の
も
っ
て
い
る
可

能
性
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

が
最
初
。
次
に
ト
ッ
プ
懇
談
会
な
ど
で
、
こ
れ

ま
た
各
地
域
の
人
た
ち
と
対
話
を
重
ね
る
と

課
題
や
期
待
を
知
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
先
導
的
な
発
想
は
生
ま
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
全
国
的
な

視
野
、
世
界
に
通
じ
る
個
性
か
ど
う
か
を
見

極
め
る
こ
と
で
す
し
、
や
は
り
多
く
の
人
た
ち

と
の
出
会
い
が
何
よ
り
の
力
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
か
ら
、
ひ
と
つ
の
企
画
を
次
々
に
掛
け
算
し

て
い
く
発
想
が
生
ま
れ
る
ん
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

西
山　

な
る
ほ
ど
。
城
下
町
再
生
と
い
う
話

の
中
で
、
市
長
は
農
村
回
帰
で
移
住
・
定
住
し

て
き
た
人
材
を
城
下
町
の
空
き
家
や
空
き
店

舗
に
活
動
の
場
を
あ
て
は
め
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

市
長　

そ
こ
に
は
歴
史
的
な
背
景
が
あ
り
ま

す
。
城
下
町
の
魅
力
は
参
勤
交
代
に
あ
る
と

い
う
の
は
理
解
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

西
山　
は
い
。
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

勤
交
代
す
る
中
で
、
殿
様
は
全
国
か
ら
『
欲

し
い
も
の
』を
集
め
て
集
積
さ
せ
た
か
ら
だ
と
。

市
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。
参
勤
交
代
と
い

う
の
は
、
意
外
と
頻
繁
で
2
年
に
1
回
な
ん

で
す
。
2
年
に
1
回
は
異
国
を
練
り
歩
く
の

で
す
か
ら
、
欲
し
い
も
の
が
見
え
ま
す
よ
ね
。

こ
こ
の
船
大
工
は
腕
が
い
い
と
か
、
こ
の
和
菓

子
は
お
い
し
い
と
か
、
こ
の
ま
ち
の
絵
師
は
レ

ベ
ル
が
高
い
と
か
。

西
山　

そ
う
い
う
他
国
の
宝
物
を
自
分
の
城

下
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
。
昔
は
殿
様
の
わ
が
ま
ま

で
誘
致
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま

は
政
策
で
そ
れ
を
や
ろ
う
と
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
政
策
は
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

よ
。

西
山　
ど
う
し
て
で
す
か
。

市
長　
そ
れ
は
、
人
の
磁
場
が
生
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
中
臣
さ
ん
を
例
に
挙
げ
て
も
そ
う

で
す
が
、
彼
の
魅
力
で
工
芸
家
た
ち
が
竹
田
市

を
目
指
し
て
い
る
で
し
ょ
。
竹
田
市
が
総
務
省

の
制
度
を
利
用
し
て
全
国
的
な
成
功
事
例
と
な

っ
て
い
る
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
の
隊
員
た

ち
の
気
持
ち
も
そ
う
し
た
環
境
が
あ
っ
た
か
ら

に
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
し
。

西
山　
確
か
に
。
そ
れ
に
集
落
支
援
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
草
刈

さ
ん
や
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
桑
島
君
や
居
酒
屋
甲
子

園
で
初
出
場
、初
優
勝
し
た
『
陽
は
ま
た
昇
る
』

の
氏
田
社
長
ら
若
手
の
活
躍
も
大
き
な
吸
引
力

に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

市
長　
竹
田
市
に
移
住
し
よ
う
と
す
る
大
き
な

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

西
山　
先
日
、
東
京
か
ら
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
の
椎
川
理
事
長
を
お
招
き
し
て
、よ
り
移
住・

定
住
を
促
進
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
活
性
化
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
補
助
金
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
す

が
。

市
長　
関
連
事
業
は
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

■

ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
ま
ち
に
若
者
は
集
ま
る

「
竹
田
な
ら
活
躍
で
き
そ
う
な
予
感
が
す
る
」 「ＴＯＰ」とは、 Ｔは竹田市の、そして挑戦(トライ)の頭文字。Ｏはオリジナル、オンリーワン、 Ｐはプロジェクト。竹田市ならでは

の地域力、人間力、行政力をフルに発揮していこうとする運動体をＴＯＰ運動と名づけ、様々な政策の展開に取り組んでいます。

全
額
補
助
で
す
よ
ね
。
良
く
獲
得
で
き
た
も
の

で
す
。

西
山　
こ
の
会
議
の
折
に
、
市
長
も
椎
川
理
事

長
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
た
で
す
ね
。

外
か
ら
移
住
し
て
く
る
人
た
ち
の
一
番
の
物
差

し
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
ま
ち
か
ど
う
か
」

に
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
生
の
舞
台
と
し
て
可
能

性
を
感
じ
ら
せ
て
く
れ
る
予
感
が
す
る
ま
ち
か

ど
う
か
だ
と
。
こ
れ
か
ら
先
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

を
お
考
え
で
す
か
。

市
長　
す
で
に
見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

ね
。
ま
ず
、
政
策
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
。
た
と

え
ば
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
は
『
さ

わ
や
か
福
祉
財
団
』
と
の
協
働
に
よ
り
、
竹
田

方
式
の
社
会
の
し
く
み
づ
く
り
を
作
り
上
げ

る
。
農
村
回
帰
も
人
か
ら
企
業
へ
と
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
広
げ
る
。
す
で
に
Ｉ
Т
企
業
の
進
出
も
続

き
そ
う
で
す
し
。
そ
し
て
、
城
下
町
再
生
も
景

観
整
備
か
ら
就
業
の
場
づ
く
り
へ
の
挑
戦
や
、

産
学
官
連
携
の
政
策
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
自
分
の
人
生
舞
台
に
竹
田
市
を

選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
環
境
整
備
、
条

件
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

西
山　
政
策
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
決
ま
っ
て
い
ま

す
か
。

↑長湯温泉・炭酸泉を世界へ！本市に進出した「株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット」
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市
長　
は
い
。ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

わ
か
り
や
す
い
の
が
一
番
。『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
シ
テ
ィ
ー
竹
田
』
構
想
と
い
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

西
山　
何
か
が
で
き
そ
う
だ
、
何
か
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
さ
す
が
企
画
部
門
で
鍛
わ
れ
た
だ
け
の

こ
と
は
あ
る
ね
（
笑
）。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
実
践
事
例
が
あ
る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
竹
田
と

い
う
ま
ち
は
、
何
か
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
を

賭
け
る
場
所
と
し
て
の
ワ
ク
ワ
ク
感
に
満
ち
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
政
策
と
し
て
、
ね
。

西
山　
な
る
ほ
ど
。
そ
の
核
に
な
る
力
は
何
で

し
ょ
う
か
。

市
長　
人
で
す
。
い
ま
を
竹
田
市
で
生
き
て
い

る
人
た
ち
の
魅
力
、
過
去
に
こ
の
ま
ち
に
生
き

た
先
人
た
ち
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
移
住
し
た
り
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
人
の
こ
と
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
し
、
全
国
・
世
界
か
ら
竹
田
市
の
魅

力
づ
く
り
の
発
見
や
支
援
を
し
て
く
れ
る
人
た

ち
の
こ
と
も
。
つ
ま
り
、『
竹
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
い
う
の
が
そ
れ
で
す
。

西
山　
ま
ず
は
、い
ま
竹
田
市
を
演
出
し
た
り
、

竹
田
市
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
人
た
ち
の
集
団

竹田ヒューマン・プロジェクト

「あの人」がいたから、ドラマが生まれた。

↑竹田城下町を舞台に、秋のアートイベントとして定着した
「アートカルチャー」。実行委員会メンバーの作家たちの繋が

りによって、毎年県外から豪華なメンバーが集い、イベントを
盛り上げる。

↑地域活性化センターアクションプラン策定委員会
　平成27 年度「移住・定住に関する推進体制整備支援事業」【一般財団法人 地
域活性化センター】の採択を受け、今年度～３年目の事業実施に向け、各委員と
貴重な意見交換が行われた。（7/31．市役所本庁） 
挨拶を述べる地域活性化センター・椎川忍理事長（写真右端）、隣席は九州大学
大学院教授・藤原蕙洋先生（右から2 番目）。

竹田に移住した竹藝家の中臣一さん（写
真上）、染色家の辻岡快さん。全国レベル
の作家のみなさんに惹かれて、人は竹田
に訪れる。

移
住
者
の
多
く
「
担
当
者
の
対
応
で
決
め

た
」と
語
る
。県
内
外
か
ら
の
研
修
や
講
師

依
頼
、メ
デ
ィ
ア
取
材
が
訪
れ
た
農
村
回
帰

推
進
室
の
「
人
間
力
」　
↓

を
形
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
。
農
村
回
帰
と
城
下
町
再

生
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
押
し
上
げ
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
わ
け
で
す
。

西
山　

国
の
政
策
予
算
が
取
れ
そ
う
で
す
ね

（
笑
）。

市
長　

あ
な
た
た
ち
若
い
職
員
は
国
の
予
算

獲
得
が
う
ま
い
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。
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平
成
24
年
９
月
の
説
明
会
で
示
し

た
「
浸
透
抑
制
対
策
工
事
」（
１
２
６

億
円
）
を
実
施
す
る
た
め
、
８
月
３

日
、
九
州
農
政
局
は
市
内
受
益
者
を

対
象
に
し
た
、
国
営
大
野
川
上
流
土

地
改
良
事
業
「
第
３
回
計
画
変
更
」

に
係
る
説
明
会
を
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
費
の
変
更
は
次
の
と
お
り
。

　

①
大
蘇
ダ
ム
貯
水
池
の
法
面
や
池

　
　

底
へ
の
浸
透
を
抑
制
す
る
工
事

　
　
（
浸
透
抑
制
対
策
工
事
）
を
追

　
　

加
す
る
こ
と
に
よ
る
増

　

②
大
蘇
ダ
ム
基
礎
の
地
盤
改
良
の

　
　

追
加
施
工
に
伴
う
増

　

③
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
工
事
計
画

　
　

の
見
直
し
（
構
造
変
更
な
ど
）

　
　

に
伴
う
増

　

④
揚
水
機
場
統
廃
合
に
伴
う
減

　

①
～
④
の
要
因
に
よ
り
、
総
事

業
費
は
現
計
画
５
８
０
億
円
か
ら

７
２
０
億
円
に
変
更（
１
４
０
・６
億

円
増
）
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
10
月

に
変
更
計
画
概
要
公
告
・
縦
覧
、
11

月
～
12
月
に
大
臣
の
知
事
協
議
・
知

事
の
市
町
村
協
議
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
現
地
説
明
会
に

出
向
き
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
計
画

変
更
に
必
要
な
同
意
取
得
を
求
め
ま

す
。

地元負担軽減のために！
「国直轄」を農水省に要望

　水もれ対策の追加工事が進む「大
蘇ダム」について、完成後は、基幹
水利施設（大蘇ダム・平川頭首工・
導水路）は大分県竹田市、熊本県阿
蘇市、熊本県阿蘇産山村で維持管理
をする計画です。
　地元の負担軽減のため、７月 27 日、
首藤市長ほか受益地の首長３名は農
林水産省を訪れ、小泉昭男農林水産
副大臣に基幹水利施設が完成後、国
直轄で管理することを要望しました。
小泉副大臣は「長い間ご心配をおか
けしている。この問題は関係自治体
で解決できるレベルではない。国が
責任をもって対処すべきだと思って
いる」と述べました。
　追加工事は平成 25 年に始まり、平
成 31 年度完成を予定しています。

↑小泉昭男農林水産副大臣に要望書を手渡す首藤市長

土地改良区各代表と  

　県知事に要望
　８月５日、首藤市長と受益地とな
る土地改良区各代表者は県庁を訪れ、
国営大野川上流土地改良事業（大蘇
ダム）で現在進められている「浸透
抑制対策」や「国直轄の維持管理」
について、広瀬知事に要望しました。  
　今後も１日も早い完成に向けて、
要望活動等を行ってまいります。

大
蘇
ダ
ム「
第
３
回
計
画
変
更
」説
明
会

  
浸
透
抑
制
対
策
の
推
進
へ
！

↑「国直轄の維持管理」を要望しました

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

高
齢
者
叙
勲

○
瑞
宝
双
光
章

秋あ
き
田た　
　

明あ
き
らさ

ん
（
上
角
東
・
88
歳
）

　

元
南
部
小
学
校
校
長
。
40
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、児
童
の
学
力
向
上
、

健
全
な
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
番
の
思
い
出
は
教
頭
時
代
、
国

語
研
究
会
の
西
日
本
大
会
。
約

１
２
０
０
名
が
参
加
。
会
場
校
の
裏

方
に
徹
し
な
が
ら
運
営
等
に
関
わ

り
、
大
会
を
成
功
に
導
き
ま
し
た
。

　
「
光
栄
あ
る
章
を
い
た
だ
い
て
、

感
激
も
ひ
と
し
お
。
多
年
に
わ
た
っ

て
、
私
を
取
り
巻
く
、
先
輩
方
や
同

僚
に
感
謝
申
し
上
げ
る
他
に
な
い
」

○
瑞
宝
双
光
章

衞え

藤と
う
壽じ
ゅ
兒じ

郎ろ
う

さ
ん
（
山
脇
・
88
歳
）

　

元
直
入
中
学
校
校
長
。
40
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、児
童
の
学
力
向
上
、

健
全
な
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

思
い
出
は
、
職
業
指
導
主
事
を
務

め
た
こ
と
。就
職
難
の
時
代
。決
ま
っ

た
時
は
共
に
喜
び
、
決
ま
ら
な
か
っ

○
瑞
宝
単
光
章

渡わ
た
な
べ邊　

成せ
い

喜き

さ
ん
（
倉
木
上
・
88
歳
）

　

元
竹
田
市
議
会
議
員
。
３
期
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
市
政
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
竹
田
市
議
会
産
業
経
済
常
任

委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
当
時
無
名

だ
っ
た
「
竹
田
か
ぼ
す
」
を
市
と
農

業
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
販
路

拡
大
に
貢
献
、
現
在
の
名
声
を
得
る

に
至
り
ま
し
た
。

　
「
周
囲
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

た
生
徒
を「
が
ん
ば
ろ
う
」と
励
ま
し

た
日
々
は
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
受
賞
は
、
昨
年
先
立
っ
た
家
内

（
文
江
さ
ん
）
に
報
告
し
た
い
。
家

の
こ
と
は
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
の
で
、

一
緒
に
喜
び
た
か
っ
た
で
す
」

↑秋田　明さん

↑渡邊成喜さん ↑衞藤壽兒郎さん

大蘇ダム
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長
湯
温
泉
の
「
炭
酸
泉
」
を
共

に
世
界
に
広
め
よ
う
と
、８
月
７
日
、  

竹
田
市
と
株
式
会
社
ホ
ッ
ト
ア
ル
バ

ム
炭
酸
泉
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
の
間
で
、

進
出
協
定
調
印
式
が
市
直
入
支
所

大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
の

島
﨑
浩
志
社
長
や
安
部
雄
一
大
分
県

豊
肥
振
興
局
長
、
地
元
観
光
関
係

者
等
が
出
席
。
坂
梨
宏
之
進
市
議

　
８
月
６
日
、
国
指
定
史
跡
岡
城
跡

（
二
の
丸
・
三
の
丸
）
の
公
有
化
に

向
け
て
、
竹
田
市
と
宗
教
法
人
天
満

社
の
間
で
引
渡
し
調
印
式
が
市
本
庁

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
岡
城
に
か
つ
て
風
呂

屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
二
の
丸
跡

に
、
岡
城
本
丸
跡
へ
の
移
動
負
担
軽

減
の
た
め
の
緩
や
か
な
階
段
機
能

と
、
休
憩
室
・
ト
イ
レ
設
備
を
併
せ

持
っ
た 「
便
益
施
設
」
を
設
置
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

会
議
長
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
首
藤

勝
次
竹
田
市
長
と
株
式
会
社
ホ
ッ
ト

ア
ル
バ
ム
炭
酸
泉
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
小

星
重
治
社
長
が
協
定
書
に
署
名
し

ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
炭
酸
泉
の
素
晴

ら
し
さ
を
商
品
化
し
た
会
社
と
進
出

協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
基
軸
に
し

て
、
本
市
が
目
指
し
て
い
る
温
泉
療

養
保
健
制
度
の
正
式
な
確
立
の
道
を

歩
み
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」、
小
星
社
長
は
「
私
ど
も

の
最
大
の
目
的
は
、人
の
幸
せ
で
す
。

長
湯
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
〝
人
の
健
康
〟
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

世界に通じる
   「長湯温泉・炭酸泉」に！
株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレットと進出協定締結

　

こ
れ
に
よ
り
、
二
の
丸
・
三

の
丸
全
体
（
４
９
８
９
平
方
㍍
）

の
公
有
化
が
完
了
し
ま
す
。

　

首
藤
市
長
は
「
今
後
も
環
境

整
備
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、

岡
城
の
魅
力
を
多
く
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を
重
ね

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
ま
た
、
天
満
社
代
表

役
員
の
小
河
一
博
さ
ん
は
「
隠

れ
信
者
が
多
い
岡
城
本
丸
跡
に
あ
る

天
満
神
社
の
土
地
を
こ
れ
か
ら
も
大

事
に
、
そ
し
て
多
く
の
皆
様
に
役
立

ち
、〝
二
の
丸
・
三
の
丸
に
来
て
よ

か
っ
た
〟
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

市内から３名が「少年の主張」入賞
　８月７日、「少年の主張大分県大会」
が豊後大野市で開催され、市内から優秀
賞に白石愛さん（緑ヶ丘中３年）の「い
ただきます」、優良賞に久保ひびきさん（直
入中３年）の「元気の種」、嘉月理子さん

（久住中３年）の「語り継ぐことで」が
選ばれました。入選おめでとうございます！

↑家庭用炭酸入浴剤「長湯ホットタブ」
の開発・販売します

↑入選した嘉月さん、白石さん、久保さん（写真左から）

グラウンドゴルフで、歓声が響く！
　荻福祉健康エリア屋内多目的運動場の
屋根改修工事竣工を記念して、８月５日、

「親睦グラウンドゴルフ大会」が開催され
ました。荻町グラウンドゴルフ協会員や夏
休み中の子どもたちが参加し、グラウンド
ゴルフで親睦を深めていました。工事費
用は約 3,569 万円です。

国
指
定
史
跡
岡
城
跡

　
二
の
丸
・
三
の
丸
が
公
有
化 ↓

屋
根
改
修
と
土
の
入
れ
替
え
で
、

　
運
動
場
が
き
れ
い
に
！

↑ 挨拶をする天満社代表役員の小河一博さん

↑新たな名所へ！　現時点の「便益施設」構想図
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ま
ち
を
情
感
あ
ふ
れ
る
南
画
館
に

　

田
能
村
竹
田
先
生
画
碑
を
竹
田
城

下
町
の
街
角
に
設
置
し
、
多
く
の
市

民
や
観
光
客
等
に
画
聖
竹
田
を
身
近

に
感
じ
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
竹
田
先
生
画
碑
「
ま
ち
か
ど

南
画
館
」
の
第
六
基
「
歳
寒
三
友
双

鶴
図
」
除
幕
式
が
豊
後
竹
田
駅
前
、

「
田
能
村
竹
田
ブ
ロ
ン
ズ
像
」
横
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
顕
彰
会
や
観
光
関

久
住
地
区
が
総
合
優
勝
！

　
市
民
球
技
大
会
で
熱
戦

　

８
月
２
日
、「
第
11
回
市
民
球
技

大
会
」
が
市
民
球
場
ほ
か
、
市
内
各

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
種
目

に
全
地
区
約
８
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
真
夏
の
暑
さ
を
も
の
と
も
せ

ず
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
続
出
。
参

加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
に
は
、
久
住
地
区
が
輝

き
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
総
合
順
位
】
１
位
・
久
住
地
区 

58
・
５
点
、
２
位
・
豊
岡
地
区 

50
・

５
点
、
玉
来
地
区 

37
・
５
点
【
軟

式
野
球
】
優
勝
・
嫗
岳
地
区
、
久
住

地
区
【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
優
勝
・
豊

岡
地
区
、
久
住
地
区
【
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
】優
勝・入
田
地
区【
卓
球
】優
勝・

豊
岡
地
区
【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
優
勝・

城
原
地
区
【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
優
勝・

久
住
地
区
【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
優
勝・

宮
砥
地
区
【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

優
勝
・
松
本
地
区

　

食
生
活
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
８
月
５
日
、

竹
田
市
学
校
給
食
研
究
会
は
、「
夏

休
み
親
子
料
理
教
室
」
を
直
入
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　

直
入
小
学
校
ほ
か
、
地
域
の
児

童
及
び
そ
の
保
護
者
約
60
名
が
参

加
。
竹
田
市
酪
農
組
合
女
性
部
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
牛
乳
に
関
す
る

講
話
と
、
地
元
の
食
材
を
利
用
し

た
、「
ト
マ
ト
と
手
づ
く
り
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
の
ピ
ザ
」や「
レ

タ
ス
の
ス
ー
プ
」な
ど
の
調
理
実

習
に
、
楽

し
そ
う
に

取
り
組
ん

で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
８

月
７
日
、友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
い
、共

に
学
び
な
が
ら
、
豊
か
な
感
性
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
第
32
回

子
ど
も
祭
り
in
な
お
い
り
」が
直
入

公
民
館・Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ

ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
入
地
域
を
中
心
と
し
た
、
市

内
の
子
ど
も
た
ち
１
０
４
人
が
参

加
。
午
前
中
は
各
会
場
で
「
工
作

教
室
」 

や
「
陶
芸
教
室
」、「
七
島

イ
づ
く
り
教
室
」な
ど
が
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作

品
づ
く
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

中学生ランナーが「九州大会」出場
　中学県体が開催され、直入中学校３
年の中村朱里選手は３年女子800㍍、
竹田南部中学校２年の工藤雅文選手
が中学県体２年男子1500㍍競技にお
いて上位に入賞しました。
　その結果、８月９日・10 日、沖縄
県総合運動公園陸上競技場で開催さ
れた「平成 27 年度九州中学陸上競
技大会」に出場しました。

係
者
、
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
が
出

席
し
、画
碑
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

第
六
の
画
碑
に
使
用
さ
れ
た

「
歳
寒
三
友
双
鶴
図
」（
天
保
２
年

〔
１
８
３
１
〕
重
要
文
化
財
・
大
分

県
立
美
術
館
委
託
）。

　
「
歳
寒
三
友
」
と
は
、
寒
い
季
節

に
友
と
す
べ
き
三
つ
の
植
物
と
い
う

意
で
、「
松・竹・梅
」
を
い
い
ま
す
が
、

竹
田
は
「
竹
・
松
・
椿
」
を
描
き
、

二
羽
の
鶴
を
配
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
の
深
か
っ
た
、「
頼

山
陽
・
角
田
九
華
・
末
弘
雲
華
」
の

賛
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

↑顕彰会は「竹田先生180 年祭
記念和歌賛画譜」及び「別冊版」
２冊を製作。セットで2,000 円。
問顕彰会事務局（☎62-2529）

↑「今後も設置したい」と顕彰会のみなさん

↑山に感謝！親子で登頂しました！

「山の日」制定を祝う親子登山
　国民の祝日として、新たに「山の日」（８
月 11 日）が制定されたことを記念し、８
月 11 日、「山の日」制定記念祭 in 大分・
くじゅうが九重町長者原一帯で開催され、
様々なイベントが行われました。
　親子で山に親しんでもらおうと、本市は
登山バスを利用した「親子登山教室」を
開きました。直入小学校から親子７組（15
名）が参加し、大船山登山を楽しみました。

↑練習の成果を発揮する選手のみなさん

↑今後も活躍が期待される中村選手と工藤選手
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新
技
術
習
得
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業 

農
業
の
新
技
術
取
得
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
農
業
生

産
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、日
々
刻
々

と
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
り

巻
く
生
産
状
況
も
気
候
変
動
等
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
肥
培
管
理

技
術
だ
け
で
は
困
難
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
農
業
技
術
を
習

得
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
研
修
費

等
の
助
成
を
行
い
、
前
向
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
生
産
者
の
方
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
市
内
に
居
住

す
る
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
等

で
、
認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
農
業

者
等
を
目
指
す
方
と
な
り
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
は
、
３
日
以
上
30
日

未
満
の
短
期
研
修
（
上
限
11
万
円
）

と
、
30
日
以
上
の
長
期
研
修
（
上
限

17
万
５
千
円
）
の
２
種
類
で
、
そ
れ

ぞ
れ
謝
礼
・
資
料
代
・
交
通
費
・
宿

泊
費
等
の
経
費
の
１
／
２
を
補
助
し

ま
す
（
短
期
研
修
に
は
農
産
加
工
も

含
む
）。

　

な
お
、
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
場

合
、
事
前
に
研
修
計
画
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
審
査
の
上
事
業
の
対

象
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
農
政
課　

農
業
振
興
係　

　
☎
63-

４
８
０
５

農　業

　

竹
田
市
内
で
の
就
農
を
支
援
す
る

た
め
に
、
後
継
者
や
新
規
就
農
希
望

者
を
研
修
生
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

　

実
際
に
耐
候
性
ハ
ウ
ス
施
設
（
45

ア
ー
ル
）
を
使
用
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
ト
マ
ト
栽
培
の
勉
強

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
修
期
間　
約
２
年
間
（
ト
マ
ト
栽

培
期
間
）

研
修
場
所　
　

竹
田
市
荻
町

研
修
要
件　
　

　
・
市
内
で
就
農
可
能
な
方
（
通
勤

　
　

可
能
な
方
）

　
・
研
修
修
了
後
、
ト
マ
ト
部
会
員

　
　

と
し
て
就
農
で
き
る
こ
と

　
・
概
ね
45
歳
以
下
の
健
康
で
農
業

　
　

に
対
す
る
意
思
と
意
欲
の
あ
る

　
　

方

募
集
人
数　

 

４
期
生　

若
干
名（
選

　

考
採
用
）

そ
の
他　
期
間
中
は
研
修
生
１
名
あ

　

た
り
、
給
与
と
し
て
（
月
15
万
円

　

程
度
）
を
支
払
う
予
定

募
集
期
間　
10
月
31
日
締
切

面
接
時
期　
11
月
中
旬

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
農
政
課

　
☎
63-

４
８
０
５

平
成
28
年
度
「
一
般
社
団
法
人

と
ま
と
学
校
」農
業
研
修
生
募
集

高齢者に届ける「トマト愛の定期便」
　８月 20 日、市内高齢者福祉施設に新鮮なトマトを寄贈
する「第 36 回トマト愛の定期便」出発式が行われました。
　荻町恵良原・トマト選果場でＪＡおおいた竹田事業部の
田平茂博トマト生産部会長は「高齢者のみなさんに食べて
もらい、元気になってほしいです」と挨拶し、首藤市長に
21 箱（１箱６㎏）の朝採りトマトを引き渡しました。
　そして、ＪＡや市職員、民生児童委員がトマトを車に積
み込み、市内７施設に向けて出発しました。
　各施設でトマトを受け取ったみなさんは「毎年楽しみ。
トマトが大好きなのでとても嬉しいです」と喜んでいました。

　

大
分
県
農
協
竹
田
事
業
部
と
竹
田
市

は
連
携
し
て
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、「
運

搬
車
両
の
表
示
」
及
び
「
書
面
の
備
え

付
け
（
携
帯
）」
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
回
収
当
日
は
、
印
鑑
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

・
回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類　
ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農

業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ

ー
ジ
肥
料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、
育
苗
用

ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
空

容
器
な
ど

・
回
収
日
程
（
予
定
）

 

・
料　
金　
農
家 

６
円
／
kg （
税
別
）、

　
法
人
格（
企
業
）
７
円
／
kg （
税
別
）

●
お
問
い
合
せ　
大
分
県
農
協
竹
田
事

　

業
部
園
芸
課　
☎
63-

１
２
２
４

　

竹
田
市
農
政
課　
☎
63-

４
８
０
５

農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。
地域 場　所 ９月 12 月 １月 ３月

竹田 菅生育苗
センター 9/25 12/10 3/17

荻 荻 堆 肥
センター 12/8 1/22 3/18

久住 久住野菜
集出荷場 12/9 3/15

直入 直入野菜
集 荷 場 3/16

・回収時間　午前９時から午後３時まで
※時間内での持ち込みをお願いします

↑かぼすの選別作業をするみなさん

竹田特産品「露地かぼす」
出荷が始まる！
　８月 17 日、竹田市の特産品である露地
かぼすの選果始動式がＪＡおおいた竹田
事業部の かぼす選果場で行われました。
　始動式では、ＪＡおおいた豊肥エリア
の廣瀬正雄常務は「露地かぼすが旬の時
期を迎えました。 おいしいかぼすづく
りに一生懸命取り組んでまいります」と
挨拶を述べました。今年は約 240㌧、約
１億 2000 万円の出荷を目指しているそ
うです。
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日　　 SUN 月　　 MON 火　　 TUE 水　　 WED 木　　 THU 金　　　FRI 土　　 SAT

1
・【歴史資料館】  「竹歴コ
レクション展  屏風の世
界」～９／27㈰

・おはなしのへや
10：30-11：00 （竹田市立
図書館えほんのへや）

・こころの健康相談
13：30-15：30  （直入支所）
※要予約☎63-3346

・県 民 体 育 大 会 竹 田 市
選手団結団式   18：00～

（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

2
・ 陽目の里   「名水茶屋」
休業日

・【水琴館】
「竹田木工クラブ５人展

～竹田に伝わる伝統工
芸～」～9／12㈯

・第９回竹田市農業委員
会総会
10：00～ （竹田市本庁３
階委員会室）

3
・竹田温泉  「花水月」 休
館日

4
・第34回公民館“見ちょ
くれ”祭り 開会式 9：15
～（直入公民館）

・竹田市畜産共進会出品
受付7：00～ 開会式8：30～

（久住家畜総合センター
審査場）

・【献血】
10：00-16：00（竹田市総
合社会福祉センター多
目的ホール）

・よりそいカフェ竹田
13：30-15：30（古町商栄会）

5

6
・いきいき健康フェスタ
9：30〜15：00（久住公民
館くじゅうサンホール）

7
・荻の里温泉休館日

8
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

・よりそいカフェ荻
13：00-15：00（くらサポ
しらみず）

9
・陽目の里「名水茶屋」休
業日

・３歳児健康診査
13：20-13：40受付（竹田
市総合社会福祉センター）
※16：00終了予定

・人権学習学級
15：00〜（市本庁舎3階会
議室）

10
・竹田温泉  「花水月」 休
館日

・よりそいカフェ久住
13：00-15：00（くらサポ
りんどう）

・おはなしルーム
14：00-14：30（竹田幼稚
園）

11
・よりそいカフェ直入
13：00-15：00（くらサポ
ゆのはな）

12
・歩こう会【三宅方面】
花水月前 8：30集合 ※１

・第68回大分県民体育
大会（県内各会場）～14
日まで

・子牛市場開催日
9：30セリ開始 （豊後豊
肥家畜市場）

13
・サロンぴぉ～ね
10：00-12：00（大分県豊
肥保健所１階会議室）

・「ＷＡＫＥ　ＰＡＲＫ　ＪＡ
ＰＡＮ　ＴＯＵＲ　ＶＯＬ.1」
開会式10：00～／競技開
始11：00～（竹田市ウェイ
クケーブルパーク施設）

14 15
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

16
・「御前湯」 「名水茶屋」 休業日
・年金相談〔完全予約制〕10：
00-15：00（高齢者いきいき
交流センター）※３

・大分県行政書士会無料相談会
13：00〜　（大分県行政書士会

〔大分市〕）
・４・10か月児健康診査

〔 4か月 〕13：15-13：30受付
〔10か月〕13：30-13：45受付
（総合社会福祉センター）
・ブックスタート14：00～（総
合社会福祉センター）

・久住地域ソフトボール大会 
開会式18：00～

17
・竹田温泉  「花水月」 休
館日

・成牛市場開催日
9：30セリ開始 （豊後豊
肥家畜市場）

・こころの健康相談
13：30-15：30（荻福祉健
康エリア）※要予約☎63-
3346

・おはなしルーム14：00-
14：30（南部幼稚園）

18
・よりそいカフェ竹田
13：30-15：30（古町商栄
会）

19
・【水琴館】

「第24回押花会・いちり
ん草展示会」～9／27㈰

・「法律無料相談会」
13：00-16：00 （竹田市公
民館竹田分館）※予約不
要

20　　 21　　 敬老の日 22　　国民の休日
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

・よりそいカフェ荻
13：00-15：00（くらサポ
しらみず）

23　　 秋分の日
・郷土の植物に親しみ植
物を観察する会

〔秋の坊ガヅル湿原の観察〕
市役所前8：00集合（法
華院温泉1泊）※２

・陽目の里「名水茶屋」休
業日

24
・竹田温泉「花水月」休館
日

・荻の里温泉休館日
・よりそいカフェ久住
13：00-15：00（くらサポ
りんどう）

・こころの健康相談
13：30-15：30（久住保健
センター）※要予約 ☎63-
3346

25
・よりそいカフェ直入
13：00-15：00（くらサポ
ゆのはな）

26
・「芸術文化短期大学　
竹田キャンパス交流会」 
16：00 ～（芸短大竹田
キャンパス

・県下一斉司法書士法律
相談10：00-15：00（豊後
大野市中央公民館）

27
・チャリティー民謡とお
どりの祭典
12：00-16：00（久住公民
館くじゅうサンホール ）

・エフーディの会
15：00～17：00（開場14：
30）※入場無料（竹田市
総合社会福祉センター）

28 29
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立図
書館えほんのへや）

・こころの健康相談
13：30-15：30（竹田市総
合社会福祉センター）※
要予約☎63-3346

・「感動と活力を生む学び
と創造の交流拠点」文化
会館を考える市民フォーラ
ム （第３回市民説明会）
18：30～（竹田市総合社
会福祉センター）

30
・【市税納期限】
固定資産税〔３期〕、国民
健康保険税〔６期〕、介護
保険料・後期高齢者医療
保険料〔３期〕

・陽目の里「名水茶屋」休
業日

9月
竹田市のこよみ 2015年（平成27年）

たけたん情報

9月行政相談委員による行政相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 9月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室

荻 9月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 9月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 9月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

 

月
間・そ
の
他

■ 2015年10月上旬の予定
10月3日㈯・TAKETA ART CULTURE
　　　　　11：00-17：00（城下町各会場）
10月6日㈯・平成27年度 奥豊後の踊りを楽しむ夕べ
　　　　　14：30-17：00※時間不定（岡城跡西の丸）
10月6日㈫・こころの健康相談
　　　　　13：30-15：30（直入支所）※要予約☎63-3346
10月10日㈯・ドイツスピーチコンテスト本選
　　　　　  13：30-15：00（熊本市国際交流会館）
※運動会、体育祭の日程は各学校、園舎等にお問い
　合せください。

第34回公民館“見ちょくれ”祭り
日　時　９月４日㈮　※入場無料
　　　　【舞台発表等】9：30～12：30
　　　　【作品展示等】8：30～
場　所　直入公民館ホール及びロビー
内　容　・短歌教室、絵手紙教室ほか4
　団体の作品展示・県立芸術文化短期
　大学、コールマミー直入、なおいり保
　育園ほか 8団体によるオペラ・合唱・
　演奏等の披露
問直入町サークル連絡協議会（直入公民
館）☎75-2240

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の
場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
※ 3　日本年金機構大分年金事務所　☎ 097-552-1211

○防災週間　8/30㈰～9/5㈯
○自殺予防週間　9/10㈭～16㈬
○老人の日・老人週間　9/15㈫～21日㈪
○秋の全国交通安全運動　9/21㈪～30㈬
○発達障害福祉月間
○健康増進普及月間
○障害者雇用支援月間
○食生活改善普及運動
○緑の募金　～10/31㈯　
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行
事
・
イ
ベ
ン
ト

⃝
文
芸
界
を
け
ん
引
す
る
豪
華

メ
ン
バ
ー
が
集
う
「
エ
フ
ー
デ

ィ
の
会
」ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

現
代
文
芸
界
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
作
家
・
歌
人
・
俳
人
が
集
う
エ
フ

ー
デ
ィ
の
会
。
彼
女
ら
が
エ
フ
ー
デ

ィ
の
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
歌
人
・

川
野
里
子
氏
の
ふ
る
さ
と
竹
田
市
を

訪
れ
、
吟
行
会
を
決
行
し
ま
す
。
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
旅
の
中
で
触

れ
た
竹
田
市
の
魅
力
や
、
文
芸
の
今

に
つ
い
て
分
野
を
越
え
て
熱
く
語
り

合
い
ま
す
。
８
名
の
文
芸
家
が
一
堂

に
会
す
る
貴
重
な
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
是
非
、
市
民
の
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
９
月
27
日
㈰　

午
後
３
時
～

午
後
５
時
（
開
場
午
後
２
時
30
分
）

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル　
※
入
場
無
料

参
加
メ
ン
バ
ー　
【
エ
フ
ー
デ
ィ
の

会
】　

石
川
美
南
（
歌
人
）、
神
野
紗

希
（
俳
人
）、
川
野
里
子
（
歌
人
）、

小
島
な
お
（
歌
人
）、高
柳
克
弘
（
俳

人
）、
東
直
子
（
歌
人
・
作
家
）、
平

岡
直
子
（
歌
人
）、三
浦
し
を
ん
（
作

家
）、　
※
順
不
同

問
竹
田
市
企
画
情
報
課
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
推
進
室
☎
６
３-

４
８
０

１

 

歴
史
資
料
館　

　
　
☎
63-

１
９
２
３

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５

時〔
休
館
日
〕
９
月
１
日
㈫
、
７
日
㈪
、

24
日
㈭
、
28
日
㈪
、
29
日
㈫　

※
13

日
㈰
～
18
日
㈮
ま
で
は
収
蔵
庫
燻
蒸

作
業
の
た
め
臨
時
休
館
で
す
。

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
１
０
０
円

※
共
通
券
、
団
体
料
金
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

テ
ー
マ
展
示
『
竹
歴
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展　
屏
風
の
世
界
』　
南

画
展
示
室
（
２
階
）

　
８
月
５
日
㈬
～
９
月
27
日
㈰

　

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
豊
後
南

画
の
屏
風
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま

す
。
田
近
竹
邨
の
六
曲
一
双
屏
風《
春

山
仙
奥
図
・
秋
渓
採
芝
図
》
は
必
見

で
す
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０ 

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５

時〔
休
館
日
〕
９
月
１
日
㈫
、
７
日
㈪
、

24
日
㈭
、
28
日
㈪　

※
13
日
㈰
～
18

日
㈮
ま
で
は
収
蔵
庫
燻
蒸
作
業
の
た

め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

〔
入
館
料
〕
無　

料

⃝

竹
田
木
工
ク
ラ
ブ
５
人
展
～

竹
田
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
～　

　
９
月
２
日
㈬
～
12
日
㈯　

午
後
３

時
ま
で

　

竹
田
木
工
ク
ラ
ブ
の
甲
斐
徹
治

（
わ
ら
細
工
）、
甲
斐
寿
男
（
木
工
）、

倉
原
寿
章
（
神
楽
面
や
獅
子
頭
）、

酒
井
正
夫
（
水
車
や
下
駄
）、
森
正

行
（
短
冊
用
壁
掛
）
ら
５
人
に
よ
る

作
品
展
で
す
。

⃝

第
24
回
押
花
会
・
い
ち
り
ん

草
展
示
会

　
９
月
19
日
㈯
～
27
日
㈰

　
『
押
花
会
・
い
ち
り
ん
草
』
会
員

に
よ
る
作
品
展
で
す
。
身
近
に
あ
る

草
花
を
押
花
に
し
、
自
然
の
姿
を
額

装
や
生
活
用
品
な
ど
に
作
り
上
げ
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

たけたん情報

 

年　
金

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
大
分
年
金
事
務
所
（
お
客
様
相
談
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室
）】　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２

１
１

 

消
費
者
行
政

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

健
康
被
害
が
出
た
ら
利
用
は
中
止

　

健
康
器
具
や
健
康
食
品
、化
粧
品
、

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

用
後
に
湿
疹
、
下
痢
、
頭
痛
な
ど
の

症
状
が
発
生
し
た
際
、
事
業
者
か
ら

「
好
転
反
応
だ
か
ら
」
な
ど
と
継
続

す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
症
状
が
持

続
・
悪
化
し
た
と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
す
。
事
業
者
の
「
好
転
反
応
」「
毒

素
が
出
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
は
、

利
用
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
鵜

呑
み
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
利
用

す
る
際
は
、体
調
の
変
化
に
注
意
し
、

健
康
被
害
が
出
た
ら
、
利
用
を
い
っ

た
ん
中
止
し
て
、
早
め
に
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～

金　

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

試　
験

平
成
27
年
度　

第
２
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

実
施
日
時　
11
月
22
日
㈰

午
前
10
時
～
試
験
開
始
／
午
後
２
時

～
試
験
開
始
（
大
分
大
学
）

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・

丙
種

試
験
会
場　

県
立
三
重
総
合
高
校

他
、県
内
５
会
場
。大
分
大
学
会
場
は
、

（
午
前
中
）乙
種
４
類
を
除
く
す
べ
て
、

（
午
後
）
乙
種
４
類
の
み

願
書
配
付　

竹
田
市
消
防
本
部
他
、

県
下
各
消
防
本
部
・
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

※
消
防
保
安
室
で
８
月
19
日
㈬
か
ら

配
付
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付

電
子
申
請
：
９
月
21
日
㈪
～
10
月
５

日
㈪　
24
時
間
受
付

書
面
申
請
：
９
月
24
日
㈭
～
10
月
８

日
㈭　
月
～
金
曜
日
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

願
書
提
出
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

※
試
験
準
備
講
習
会
等
の
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
次
記
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
大
分
県
支
部　
☎
０
９
７-

５
３
７

-

０
４
２
７
／
竹
田
市
消
防
本
部
警

防
課　
☎
63-

０
１
１
９

平
成
27
年
度　

後
期
技
能
検
定
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ

て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り

検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の

国
家
検
定
制
度
で
す
。こ
の
制
度
は
、

昭
和
34
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

大
分
県
で
は
26
年
後
期
ま
で
に
全
職

種
に
お
い
て
４
万
４
６
７
６
名
が
合

格
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。

　

試
験
は
、
毎
年
１
回
。
特
級
、
１

級
及
び
単
一
等
級
の
合
格
者
に
は
厚

生
労
働
大
臣
名
、
２
級
及
び
３
級
の

合
格
者
に
は
都
道
府
県
知
事
名
の
合

格
証
が
交
付
さ
れ
「
技
能
士
」
と
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
10
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

ま
で

受
付
場
所　

大
分
県
職
業
能
力
開

発
協
会

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７-

５
４
２-

３
６
５
１

 

講　
座

平
成
27
年
度　

労
働
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
す

　

大
分
県
で
は
、
労
働
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
、
労
使
関
係
の
安
定

及
び
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
労
働

者
・
使
用
者
等
を
対
象
に
労
働
講
座

（
中
央
会
場
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
Ⅰ
部
で
労
働
問
題
や
労

務
管
理
に
精
通
さ
れ
て
い
る
福
岡
県

社
会
保
険
労
務
士
会
所
属
の
特
定
社

会
保
険
労
務
士　

井
原
隆
彰
氏
を
お

招
き
し
、
労
働
時
間
管
理
の
実
務
的

な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
Ⅱ
部
で
は

大
分
労
働
局　

働
き
方
・
休
み
方
改

善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
菅
野
忠
幸
氏

に
よ
る
働
き
方
・
休
み
方
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
お
話
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
労
働
者
・
使
用
者
を
は

じ
め
皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈪　

午
後
１
時
30

分
～

会
場　
九
州
労
働
金
庫
大
分
支
店
５

Ｆ
会
議
室

受
講
料　

無
料

問
大
分
県
商
工
労
働
部
労
政
福
祉

課　
☎
０
９
７-

５
０
６-

３
３
５
４

Taketa  Information

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

ご
登
録
は
お
早
め
に
！

　

10
月
５
日
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年

10
月
以
降
、
住
民
票
の
住
所
地
に
あ

な
た
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
※
住
民
票
の
住
所
地

に
ご
自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
）。

　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
民

票
の
「
住
所
地
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
」（
※
）
は
居
住
情
報

登
録
申
請
書
を　

８
月
24
日
～
９
月
25
日

（
持
参
ま
た
は
必
着
）

に
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
の
市
区
町

村
に
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
が
必
要
な
方

・
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
児

　

童
虐
待
等
の
被
害
者
で
住
所
地
以

　

外
の
居
所
に
移
動
さ
れ
て
い
る
方

・
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療

　

機
関
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ 

　
て
い
る
方　

等

問
竹
田
市
市
民
課　
☎
63-

４
８
０

４　
ほ
か
、
各
支
所
い
き
い
き
市
民

課
ま
で



広報たけた 平成 27 年9 月号 18

 
募　
集

第
11
回
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
！

参
加
者
募
集

日
時　
10
月
18
日
㈰　

出
発　
午
前
８
時　

午
後
５
時
30
分

帰
着
予
定

目
的
地　
宇
佐
市
・
宇
佐
神
宮
、
大

分
県
立
歴
史
博
物
館

定
員　
・
利
用
者
40
人　
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
50
人

参
加
費　
大
人
３
千
円　

高
校
生
以

下
１
千
円

※
赤
い
羽
根
共
同
募
金
か
ら
の
バ
ス

代
助
成
支
援
あ
り

締
切　
９
月
30
日
㈬　

※
定
員
に
達

し
次
第
締
切
り
ま
す

■申・
問　
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら

せ
る
会　

☎
63-

１
４
６
４
、
竹
田

市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
63-

１
５

４
４

ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
を
守
ろ
う
！
プ
ロ
ジェ
ク
ト

刈
小
野
野
焼
き
（
輪
地
切
り
）

ボ
ラ
ン
ティ
ア
募
集

　

私
達
の
暮
ら
す
「
宮
城
地
区
刈
小

野
」
の
牧
野
に
は
、絶
滅
危
惧
種
「
ヤ

ツ
シ
ロ
ソ
ウ
」
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
自
然
保
護
と
育
成
に
野
焼
き

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
は
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
で
継
続

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

秋
の
作
業
と
し
て「
輪
地
切
り
」、「
輪

地
焼
き
」、
春
の
作
業
と
し
て
「
野

焼
き
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。 

輪
地
切
り
（
草
刈
り
作
業
）　

９
月
27

日
㈰　

午
前
８
時
集
合　

午
前
９
時

～
午
後
３
時 

※
少
雨
決
行
、
刈
払

機
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

輪
地
焼
き
（
防
火
帯
作
り
）　

10
月
中

旬 集
合
場
所　
刈
小
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー 

問
刈
小
野
事
務
局　

☎
０
９
０-

９
５
９
５-

８
４
１
９
（
渡
部
）

（
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

「
山
の
日
制
定
記
念
」
く
じ
ゅ
う
の
山

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

く
じ
ゅ
う
連
山
を
こ
よ
な
く
愛
し

た
昭
和
の
文
豪
・
川
端
康
成
と
、
彼

を
誘
っ
た
髙
田
力
蔵
・
白
壁
康
の
2

人
の
画
家
の
足
跡
を
称
え
、
２
０
１

６
年
に
新
た
に
誕
生
す
る
国
民
の
祝

日
「
山
の
日
」
に
因
ん
だ
「
く
じ
ゅ

う
の
山
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
『
く
じ
ゅ
う
連
山
が
見

え
る
風
景
』。
く
じ
ゅ
う
連
山
・
久

住
山
は
九
州
本
土
最
高
峰
、
美
し

い
山
々
は
九
州
ア
ル
プ
ス
と
も
呼
ば

れ
、
坊
が
つ
る
賛
歌
で
親
し
ま
れ
る

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
等
の
高
山
植
物
の

宝
庫
で
す
。

　

く
じ
ゅ
う
連
山
の
魅
力
を
、
本

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
再
発
信

し
、地
域
と
の
つ
な
が
り
、そ
し
て
、育

ま
れ
た
誇
り
を
呼
び
覚
ま
し
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
11
日
～
平
成
28
年

５
月
31
日

応
募
資
格　
一
般
の
部
（
18
歳
以
上

を
対
象
）

作
品
規
定　
油
絵
（
大
き
さ
３
号
か

ら
20
号
）

審
査
員　
工
藤
和
男
先
生
（
一
般
財

団
法
人 

創
元
会
会
長
）
ほ
か

表
彰　

最
優
秀
賞
１
点
（
30
万
円
）

／
優
秀
賞
５
点
（
各
５
万
円
）

問
竹
田
市
企
画
情
報
課　

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室　

☎
63-

４
８

０
１

 

農　
業

平
成
27
年
度　

農
業
担
い
手
簿
記

研
修
会
受
講
生
募
集

　

安
定
し
た
経
営
が
行
え
る
経
営
体

の
育
成
を
目
的
に
、
農
業
簿
記
研
修

たけたん情報

会
を
竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。

日
程　
10
月
８
日
～
平
成
28
年
２
月

４
日　

毎
週
木
曜
日
（
計
16
回
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

た
だ
し
、
12
／
24
・
31
は
休
講

会
場　

豊
後
大
野
市
緒
方
支
所　

会
議
室

対
象　
地
域
農
業
の
担
い
手
（
認
定

農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
の
リ
ー
ダ

ー
、
女
性
農
業
経
営
士
、
農
業
青
年
、

新
規
就
農
者
）
農
業
委
員

内
容　
複
式
簿
記
の
基
礎
講
習
を
10

回
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
５
回
、
そ
の

他
１
回

講
師　

大
分
県
農
業
会
議　

農
業

経
営
指
導
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

森
川

詔
也　

氏

受
講
料　
無　

料

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

期
限　
９
月
25
日
（
金
）

申
込
先　
竹
田
市
農
政
課　

☎
63-

４
８
０
５
（
担
当
：
足
達
）

平
成
28
年
度　

大
分
県
立
農
業
大

学
校
学
生
募
集

　

次
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
優
れ

た
農
業
の
担
い
手
及
び
農
村
地
域
の

指
導
者
等
を
養
成
す
る
た
め
、
学
生
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を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

定
員　
農
学
部
〔
総
合
農
産
課
、
総

合
畜
産
課
〕　

60
名
（
短
大
２
卒
資

格
、
専
門
士
（
農
業
課
程
）、
大
分

県
農
業
士
）

試
験
期
日

・
推
薦
入
試　

10
月
28
日
㈬

・
一
般
入
試　

平
成
28
年
１
月
13
日

㈬※
推
薦
入
学
試
験
は
、
来
春
、
県
内

高
校
卒
業
見
込
み
の
者
に
限
り
ま

す
。

※
一
般
入
学
試
験
は
、
年
齢
制
限
が

あ
り
ま
せ
ん
。

出
願
期
間

 

・
推
薦
入
試　

10
月
１
日
㈭
～
20
日

㈫

 

・
一
般
入
試　

 

12
月
１
日
㈫
～
12

月
26
日
㈯

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校　

教
務
・

学
生
課　

☎
０
９
７
４-

22-

７
５

８
１

 

相　
談

「
不
妊（
不
育
）に
つ
い
て
の
個
別

相
談
会
」
参
加
者
募
集

　

大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
専
門
相
談
員
（
助
産
師
）
に

よ
る
不
妊
・
不
育
に
関
す
る
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
治
療
中
の
ご

夫
婦
や
ご
家
族
、
結
婚
準
備
中
の
カ

ッ
プ
ル
の
方
な
ど
、
一
組
三
十
分
程

度
の
個
別
相
談
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
６
日
㈫　

午
後
２
時
～

４
時　

※
個
別
の
時
間
帯
は
、
予
約

状
況
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

場
所　
大
分
県
豊
肥
保
健
所　

参
加
費　
無　

料

■申・
問　
大
分
県
豊
肥
保
健
所　

地
域

保
健
課　

☎
０
９
７
４-

22-

０
１

６
２　

※ 
平
日
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時 
受
付

大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
部
主

催
「
法
律
無
料
相
談
会
」

日
時　
９
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
～

４
時

場
所　
竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

※
予
約
不
要

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

（
相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、
訴

訟
等
）

日
時　
９
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　
豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
第

2
会
議
室

問
大
分
県
司
法
書
士
会　

☎
０
９

７-

５
３
２-

７
５
７
９

 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

「
訪
問
健
康
相
談
」
を
実
施
し

ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
の
方
に
「
訪
問
健

康
相
談
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

専
門
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
健
康

相
談
員
（
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理

栄
養
士
の
い
ず
れ
か
）
が
ご
自
宅
を

訪
問
し
て
、
健
康
管
理
や
日
常
生
活

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に

あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
相
談
を
行

う
も
の
で
す
。
対
象
者
の
方
に
は
ご

案
内
を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
案
内
後

に
、
訪
問
日
時
を
調
整
す
る
た
め
ご

連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

対
象
者　
後
期
高
齢
者
で
ご
案
内
が

届
い
た
方
（
対
象
者
は
県
内
１
千
名

程
度
で
す
）

実
施
時
期　

平
成
28
年
２
月
ま
で

（
予
定
）

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７-
５
３
４-

１
７

７
１（
代
表
）、竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
７
９
）

Taketa  Information

 

環
境
衛
生

竹
田
市
ご
み
の
分
け
方
辞
典 『
中

国
語
・
韓
国
語
・
英
語
』
版
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

竹
田
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
に
つ

い
て
、『
ご
み
の
分
け
方
辞
典
』
を

作
成
し
、
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
「
外
国
語
版
」
が
な
か
っ
た
た
め
、

自
治
会
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
に
居
住

す
る
外
国
の
皆
様
に
も
ご
理
解
い
た

だ
き
、
自
治
会
に
お
け
る
生
活
に
早

く
慣
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
外
国
語

版
（
中
国
語
・
韓
国
語
・
英
語
）「
ご

み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

部
数 　

中
国
語
版　

３
０
０
部
／

韓
国
語
版　
２
０
０
部
／
英
語
版　

 

２
０
０
部

配
布
場
所　
本
庁
、
荻
支
所
、
久
住

支
所
、
直
入
支
所

※
９
／
１
㈫
よ
り
配
布
（
予
定
）

問
竹
田
市
環
境
衛
生
課　

環
境
衛

生
係　
☎
63-

４
８
２
１

平成27年度 豊後大野市 病院企業職員 採用試験のお知らせ
豊後大野市民病院では、平成 28 年 4 月 1 日採用予定の職員の募集を行います。
募集要領は次のとおりです。
専門職（第２回）　◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。】

職　種 採用予定人数 年　齢 採用予定日 免許・資格

薬剤師 ２名
昭和 45 年 4
月 2 日 以 降
に生まれた
人

平成28年4月1日

※採用日について
　は、有資格者の
　場合、希望等確
　認し繰上げる可
　能性があります。

薬剤師免許（国家試験免許）を有
している人　又は平成 28 年 3 月 31
日までに予定されている国家試験
において取得する見込みがある人

看護師 若干名
昭和 41 年 4
月 2 日 以 降
に生まれた
人

看護師免許（国家試験免許）を有
している人　又は平成 28 年 3 月 31
日までに予定されている国家試験
において取得する見込みがある人

社　会
福祉士 1 名

昭和 63 年 4
月 2 日 以 降
に生まれた
人

平成28年4月1日

社会福祉士の資格を有し、社会福
祉士及び介護福祉士法（昭和 62 年
法律第 30 号）第 28 条に基づく登
録を受けている人 又は平成 28 年 3
月 31 日までに社会福祉士の資格取
得見込み及び登録見込みである人

◆試験日時
①試験日時：平成27年10月４日㈰ ※受付：8時15分～8時30分
②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
③試験内容：作文試験、適性検査(筆記)、資格調査(口頭)、面接試験
★採用情報の「最新情報」はホームページをご確認ください！
 問合せ先・受験申込書の提出先  
　豊後大野市民病院
　 医事･経営課 経営係（☎0974-42-3121　内線1233）
　〒879-6692 大分県豊後大野市緒方町馬場276番地

◆受験手続
①受験申込受付期間
　平成27年8月3日㈪～平成27
　年9月24日㈭必着
　8時30分～17時（土、日、祝日
　は受付不可）
②受験申込書の配付…8月3
　日㈪から、豊後大野市民病
　院で配付します。
　様式は、市民病院ホームペ
　ージからもダウンロードで
　きます。

・嘱託職員随時募集中
　詳細はホームページ, ハローワークにて！
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単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え
を
し

ま
せ
ん
か

　

現
在
、
川
や
海
な
ど
の
汚
れ
の
大

き
な
原
因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活

排
水
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
炊
事
や
洗

濯
、
風
呂
等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
、

生
活
排
水
全
体
の
有
機
汚
濁
（
水
質

を
汚
濁
さ
せ
る
汚
れ
分
：
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

の
う
ち
70
％
以
上
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
に
は
、し
尿
と
炊
事・洗
濯・

風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
同
時
に

処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
と
、

し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄

化
槽
（
新
規
設
置
は
で
き
ま
せ
ん
）が

あ
り
ま
す
が
、合
併
処
理
浄
化
槽
は
、

生
活
雑
排
水
も
処
理
す
る
た
め
、
単

独
処
理
浄
化
槽
に
比
べ
て
１
戸
当
た

り
の
有
機
汚
濁
排
出
量
が
１
／
８
に

減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
公
共
水
域
の
環
境

を
守
り
水
道
水
源
と
な
る
下
流
域
の

水
質
保
全
に
向
け
、
市
町
村
整
備
型

制
度
で
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
竹
田
市

が
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維

持
管
理
も
行
っ
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
に
あ
た
っ
て
は
受
益
者
か
ら
分
担

金
を
納
め
て
頂
き
、
使
用
に
あ
た
って

は
維
持
管
理
の
た
め
使
用
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
を
是
非
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
（
荻
・

久
住
地
区
）
の
処
理
区
域
に
お
住
ま

い
の
方
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
き
れ
い

な
河
川
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
ぜ
ひ

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
へ
の
加
入

接
続
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
環
境
衛
生
課　

生
活
排

水
係　
☎
63-

４
８
２
１

平
成
27
年
度　

有
価
ご
み
・
資
源

ご
み
【
10
月
～
３
月
期
分
】
売

却
業
務
の
入
札
を
実
施
し
ま
す

売
却
業
務
の
種
類

有
価
ご
み
（
①
鉄
類
プ
レ
ス
成
型
品

等
②
缶
・
ビ
ン
類
③
新
聞
紙
・
雑
誌
・

古
紙
類
）

資
源
ご
み
（
①
ペッ
ト
ボ
ト
ル
類
②

廃
プ
ラ
類
③
古
布
類
）

業
務
場
所　
竹
田
市
荻
町
馬
背
野
89

（
竹
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

業
務
期
間　
10
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日

詳
細
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
環
境
衛
生
課　

☎
63-

４
８
２
１
〔
直
通
〕

 

瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭

第
70
回
記
念
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
出
演
者
募
集

　

竹
田
市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
え
て

い
る
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
来
年

平
成
28
年
に
第
70
回
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
よ
り
一
層
身
近

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
自
分
の
夢
を
育
む
子
ど
も

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
」
を
制
作
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
出
演
者
を
竹
田
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま
す
！
音
楽
活

たけたん情報

動
を
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
も
ち

ろ
ん
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
地
域
や

職
場
の
方
等
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
完
成
し
た
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
」
は
、
第
70
回
大
会
ま
で

の
期
間
中
、
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
随
時
竹
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

送
し
ま
す
。

撮
影
予
定
日　
10
月
４
日
㈰　

午
前

９
時
～
（
少
雨
決
行
）

※
予
備
日
：
10
月
8
日
㈭

撮
影
場
所　
岡
城
跡

※
詳
細
は
、
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学

校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
（
竹
田

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
）
☎

63-

４
８
１
７
（
直
通
）

 

国
土
交
通
省

ご
協
力
の
お
願
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の
利

用
実
態
を
把
握
し
、
将
来
の
交
通
計

画
を
立
て
る
目
的
で
、
今
年
度
、
全

国
一
斉
に
「
Ｈ
27
道
路
交
通
調
査
」

（
旧
名
称
：
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
調
査
対
象

車
両
の
一
日
の
動
き
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
す
。

分担金及び使用料（専用住宅）
槽の大きさ 分担金 （円）

５～７人槽 130,000
８～ 10 人槽 140,000

槽の大きさ 使用料（月額：円）
５～７人槽 4,006
８人槽 4,212
９～ 10 人槽 4,622
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Taketa  Information

■申 ＝お申し込み先　問＝お問い合わせ先

　
　
　

大
石　

縁
さ
ん

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課　
☎
63-

４
８
１
７

 

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

法
の
日
週
間
（
10
／
１
～
７
）
行
事

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
参
加
募
集

日
時　
10
月
23
日
㈮　

午
後
２
時
～

午
後
３
時　
（
開
始
時
刻
30
分
前
か

ら
受
付
開
始
）

場
所　
大
分
地
方・家
庭
裁
判
所（
大

分
市
荷
揚
町
７-

15
）

募
集
人
数　

24
名
（
電
話
に
よ
る
申

込
先
着
順
）

申
込
方
法　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係
（
☎
０
９
７-
５
３
２-

７
１
６
１　

内
線
６
０
８
）
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

福　
祉

豊
肥
地
区
（
豊
後
大
野
市
・
竹
田

市
）
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フェ
ア

　

採
用
担
当
者
か
ら
話
を
聞
け
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
資
格
取
得
等
各
種
相

談
に
応
じ
ま
す
（
無
料
）。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
～

午
後
３
時

場
所　
ホ
テ
ル
豊
洋
（
豊
後
大
野
市

三
重
町
赤
嶺
）

問
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
６
２-

７
０
０
０

 

就　
職

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主
を
対
象

と
し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
29
日
㈫　

午
前
10
時
～

12
時　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

場
所　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

（
旧
東
洋
ホ
テ
ル
）２
階　
二
豊
の
間

※
参
加
企
業
は
午
前
と
午
後
で
入

れ
替
わ
り
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
さ

れ
る
障
が
い
者
の
方
や
事
業
主
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野　

☎

０
９
７
４-

２
２-

８
６
０
９

　

選
定
し
た
調
査
対
象
車
両
を
所
有

さ
れ
る
お
宅
に
お
願
い
は
が
き
を
送

付
し
、
そ
の
後
、
本
調
査
票
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

問
国
土
交
通
省　

九
州
地
方
整
備

局　

大
分
河
川
国
道
事
務
所　

調

査
第
二
課　

☎
０
９
７-

５
４
４-

４
１
６
７

 

人　
権

人
権
学
習
学
級

日
時　
９
月
９
日
㈬　

午
後
３
時
～

会
場　
市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

テ
ー
マ「
部
落
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
」

～
恥
じ
る
こ
と
も
、か
く
す
必
要
も
な
い
～

講
師　

大
分
県
人
権
問
題
講
師
団 

【
訂
正
】
広
報
た
け
た
８
月
号
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」
の
中
で
、
６
頁
12
行
目
に
市
町
合
併
時
の

職
員
数
が
「
５
５
２
名
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
５
２
２
名
」
で
し
た
。（
竹
田
市
総
務
課
）

たけたケーブルテレビ９月番組情報　問竹田市ケーブルネットワークセンター　☎ 76-1415

７・12「竹田市防災の日」シンポジウム
～大分の防災を考える in 竹田～

　７月 12 日に竹田市総合社会福祉センターで開催されたシンポジウムの
模様をお送りします。
 ・特別講演「まさかに備える～竹田の大雨・地震」 
　　　　　　講師／気象予報士、大分県防災アドバイザー　花宮廣務さん
 ・パネルディスカッション「地域における防災・減災力の向上を目指して」

【放送日】　9 月 12 日、19 日、26 日、10 月 3 日　土曜日　20：00 ～

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさと
ハローワーク　問　☎63-1101

①作業員３人 15.4 万円　②運転手１人 11.2 万
円　③加工・配達・販売員１人 14 万円　④シ
ョップスタッフ 1 人 13.4 万円　⑤調理員２人
13.2 万円　⑥クリーンクルー１人 11.9 ～ 15.6
万円　⑦保育補助１人 13.3 万円　⑧交換作業
及び配達員１人 14 万円　⑨警備員 10 人 14.7
～ 18.4 万円　⑩大型運転手 11 人 16 ～ 18.9 万
円⑪営業員１人 18 ～ 25 万円　⑫給油所スタ
ッフ１人 14 万円

〔パート求人（時給）〕
⑬作業員２人 700 円　⑭事務・販売員１人 700
円　⑮清掃スタッフ２人 700 ～ 750 円　⑯配
膳スタッフ１人 800 ～ 1000 円　⑰収獲箱詰め
作業員２人 800 円　⑱営業事務員１人 750 円
　⑲携帯電話販売員 1 人 750 円　⑳品出し業
務 1 人 750 円　㉑販売員１人 700 円　㉒一般
事務員２人 710 円　㉓ホール厨房係 2 人 700
～ 750 円　㉔ホームヘルパー２人 1200 円
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水
ぼ
う
そ
う
、お
た
ふ
く

風
邪
の
抗
体
検
査

　

竹
田
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
、 

２
０
０
６
年
よ
り
任
意
予
防
接
種
の

水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）、
お
た
ふ
く

風
邪
（
ム
ン
プ
ス
）
ワ
ク
チ
ン
を
1

回
、
市
の
公
費
助
成
に
て
無
料
に
し

ま
し
た
。
約
80
％
の
子
ど
も
が
接
種

し
、
そ
の
結
果
、
水
痘
、
ム
ン
プ
ス

は
減
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
医

療
費
と
、
看
病
に
あ
た
る
保
護
者
の

減
収
ま
で
も
抑
制
さ
れ
、
予
防
接
種

料
に
か
か
る
費
用
を
差
し
引
い
て

も
、
市
と
し
て
の
経
済
効
果
も
上
が

り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

は
、
小
児
科
を
増
や
す
こ
と
、
い
つ

で
も
受
診
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と

と
思
わ
れ
て
い
た
方
々
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
も
有
効
な

の
は
予
防
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

竹
田
の
こ
の
成
果
は
、
日
本
小
児

科
学
会
雑
誌
や
日
本
小
児
保
健
協

会
雑
誌
を
通
じ
て
、
全
国
の
小
児
科

医
に
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
国
は
２
０
１
４
年

10
月
よ
り
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
2
回

接
種
を
定
期
接
種
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ム
ン
プ
ス
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
の
ま
ま
で
、
竹
田
で
は
1
回
の
公

費
助
成
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
小
児
科
学
会
は
2
回
接
種
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
、
竹
田
市
は
、

大
分
大
学
小
児
科
と
の
共
同
事
業

に
て
、
子
ど
も
の
水
痘
、
ム
ン
プ
ス

ワ
ク
チ
ン
の
抗
体
価
を
無
料
で
測
定

し
、
市
の
取
り
組
み
の
成
果
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
抗
体
価
の
測
定
に
は

３
㏄
程
度
の
血
液
が
必
要
で
す
が
、

例
え
ば
他
の
目
的
で
の
採
血
や
点
滴

の
つ
い
で
に
検
査
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
竹
田
市
役
所
保
険
健

康
課
（
☎
０
９
７
４-

63-

４
８
１

０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

第14 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――

休日当番院情報

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

9/　6㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 0974-62-2662

9/13㈰ 歯科筑紫医院〔久住〕 0974-76-0024

9/20㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118

9/21㈪ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

9/22㈫ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 0974-62-2400

9/23㈬ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 0974-68-3263

9/27㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 0974-76-0008

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

9/　5㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9/　6㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

9/12㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9/13㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

9/19㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9/20㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
9/21㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
9/22㈫ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
9/23㈬ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

9/26㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9/27㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10/3㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10/4㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。
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人権シリーズ　No.5 い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　

近
年
、
日
本
で
は
平
均
寿
命
の
大
幅

な
伸
び
や
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
、
全

国
の
高
齢
化
率
は
25
・
９
％
、
人
口
の

ほ
ぼ
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
で
も
高
齢

化
率
42
・
４
％
、
２
～
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
な
って
い
る
現
状
で
す
。

　

戦
後
の
高
度
成
長
の
伴
う
技
術
革
新

と
、
核
家
族
化
し
た
今
日
の
社
会
に
あ
っ

て
は
、
高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
は
、
家

庭
や
社
会
で
必
ず
し
も
求
め
ら
れ
て
い

る
と
は
言
え
ず
、
高
齢
者
が
大
切
に
さ

れ
な
く
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
化
社
会
は
危
機
だ
と

か
、
年
金
が
パ
ン
ク
す
る
な
ど
の
形
で
長

生
き
す
る
こ
と
が
「
罪
」
で
あ
る
か
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
議
論
が
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
し
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
に
も
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
、
認
知
症
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
体
が
不
自
由

な
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
財
産
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
等
高
齢
者
の
尊
厳
を
否
定
す

る
事
件
や
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤

独
死
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
報

道
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

社
会
情
勢
か
ら
、
高
齢
者
の
人
権
を
守

る
た
め
に
十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

本
来
、「
寿
命
」
や
「
長
寿
」
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
が
「
生

命
を
な
が
ら
え
る
」こ
と
、「
長
命
を
保
つ
」

こ
と
は
基
本
的
に
「
喜
ぶ
べ
き
こ
と
」「
幸

せ
な
こ
と
」
で
す
。

　

私
た
ち
は
み
ん
な
年
を
と
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
身
体
的
・
精
神

的
衰
え
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
誰
も
が
持
って
い
ま
す
。
高

齢
者
の
人
権
問
題
は
、
私
た
ち
自
身
の

問
題
な
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
豊
か
な
高
齢
期
を
送

れ
る
よ
う
、
地
域
社
会
全
体
で
高
齢
者

と
共
生
す
る
意
識
を
持
ち
、一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線 

３
４
３
）

竹田市職員採用試験のご案内
竹田市では、次のとおり平成 28 年度に採用する職員の募集を行います。

【試験職種・職務内容等】
試　験　職　種 採用予定者数 受験できる年齢要件と職務内容等

事務職
( 身体障がい者を含む ) 若干名

○昭和 53 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月1日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の一般行政事務に従事します。

消　防　職

消　防　士

若干名

○昭和 63 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

救急救命士

○昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○救急救命士の免許を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

○受験資格等は、竹田市職員採用試験案内で必ず確認してください。
　受験案内・申込書等は、次の方法で入手できます。
１．全職種とも、竹田市役所総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入支所のいきいき市民課に用意しています。
　また、消防職については、消防本部庶務課にも用意しています。
２．郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、120 円切手を貼った返信用の封
　筒（Ａ 4 サイズ “ 角形２号 ”）に宛先、名前をはっきり記入同封の上、問い合わせ先（市総務課職員係）へ
　請求してください。
３．受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内
　及び申込書等を印刷して利用できます。

【試験の日時及び試験会場】
　○第１次試験　平成 27 年 10 月 18 日㈰　竹田市役所本庁舎３階会議室

【申込受付期間等】（全職種）
　○受付期間　平成 27 年９月８日㈫まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受付時間　８時 30 分～ 17 時まで
　○受付場所　〒 878-8555 　竹田市大字会々 1650 番地　竹田市総務課　職員係（竹田市役所本庁舎２階）
　※郵送による申込書は、９月８日㈫までの消印があるものに限り受け付けます。
●お問い合せ　竹田市総務課　職員係　☎ 0974-63-1111（内線 216・217）

「第 11 回人権を守る市民の集い」開催

差別と戦争をなくすために
　８月７日、「第 11 回人権を守る市
民の集い」がくじゅうサンホールで
開催されました。
　劇団俳優座所属、舞台女優の有馬
理恵さんが自身の半生を振り返りな
がら、またライフワークとする主演
作品「釈迦内柩唄」（水上勉作）で全
国各地での公演のエピソードを交え
ながら、偏見や差別撲滅を訴えまし
た。
　人種差別・戦争問題を「正しく理
解することの大切さ」を考える貴重
な機会となりました。
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

竹
田
支
援
学
校
は
、
昭
和
37
年
４

月
、
竹
田
小
学
校
に
特
殊
学
級
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
昭
和

40
年
４
月
、
竹
田
市
豊
岡
小
学
校
内

に
竹
田
市
立
竹
田
養
護
学
校
が
開
校

さ
れ
て
、
今
年
で
創
立
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

小
学
部
13
名
、
中
学
部
10
名
、
高

等
部
16
名
の
児
童
生
徒
が
、
地
元
竹

田
市
は
も
ち
ろ
ん
、
豊
後
大
野
市
か

ら
も
元
気
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
！
全
員
で
一
流
を
め

ざ
そ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

自
分
の
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
、
し

っ
か
り
と
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
、
児

童
生
徒
本
人
と
家
族
、
学
校
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
目
標
を
設
定
・
共

有
し
て
取
り
組
む
『
マ
イ
チ
ャ
レ
ン

ジ
検
定
』
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
自
分
か
ら
あ
い
さ

つ
』、『
チ
ャ
レ
ン
ジ
き
ち
ん
と
身
だ

し
な
み
』、『
チ
ャ
レ
ン
ジ
漢
字
検
定
』

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
違

い
ま
す
が
、
一
人
ず
つ
認
定
証
を
も

ら
い
、
全
校
集
会
で
披
露
し
て
、
お

互
い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
認
め
合
い
ま

す
。
こ
の
取
組
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
本

と
な
る〝
自
己
肯
定
感
〟が
高
ま
り
、

児
童
生
徒
が
自
ら
夢
を
抱
き
、
実

現
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
よ
り
、
竹
田
市
内
の

企
業
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、『
校

外
作
業
学
習
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

高
等
部
２・３
年
生
の
一
般
就
労
を

希
望
す
る
生
徒
を
対
象
に
し
、
週
一

回
、
徒
歩
ま
た
は
バ
ス
を
利
用
し
て

事
業
所
に
赴
き
、
午
前
中
い
っ
ぱ
い

作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

で
す
。

　

学
校
で
の
作
業
学
習
で
は
汎
化
し

に
く
い
課
題
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
協
同
作
業
な
ど
）
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
勤
労
観
や
職
業
観
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
企
業
様
に

対
し
て
、
特
別
支
援
学
校
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
生
徒
の
障
が
い
特
性
な

ど
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

50
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
地
域

の
み
な
さ
ま
に
は
、
惜
し
み
な
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、児
童
生
徒
の
「
学
び
た
い
」、「
働

き
た
い
」
と
い
う
夢
や
希
望
を
叶
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
　
（
平
野　

和
広
）

「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
！
全
員
で
一
流
を
め
ざ
そ
う
！
」

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
支
援
学
校

↑１学期終業式での「マイチャレンジ」表彰式

↑「校外作業学習」　スーパーマーケットでの惣菜つくり

　

工
藤
久き

ゅ
う
せ
ん泉

（
元も

と
へ
い平

）
氏
は
、
昭
和

35
年
の
「
二
豊
の
文
化
」
と
い
う
冊

子
で
〝
郷
土
久
住
の
生
ん
だ
只
一
人
の

作
家
「
安あ

ん
ど
う
さ
か
ん

藤
盛
」〟
と
、
彼
の
23
回
忌

の
追
悼
文
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

久
泉
氏
は
久
住
小
学
校
時
代
の
師

で
あ
り
、
ま
た
県
立
農
学
校
時
代
の

師
で
も
あ
っ
た
。

　

安
藤
盛
は
、明
治
26
年
（
１
８
９
３
）

に
直
入
郡
白
丹
村
に
父
常
太
郎
、
母

ク
ラ
の
二
男
と
し
て
誕
生
。
姉
２
人
、

兄
茂
、
弟
登
等
11
人
兄
弟
の
４
番
目

で
元
気
が
よ
く
て
親
を
困
ら
せ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

　

明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
久
住
高

等
小
学
校
を
卒
業
。
亀
川
に
あ
っ
た

県
立
農
学
校
の
水
産
科
に
入
学
。（
な

ぜ
か
久
住
小
学
校
の
卒
業
生
名
簿
に

名
前
が
欠
落
し
て
い
る
。
後
に
開
校

90
周
年
記
念
誌
で
復
活
）

　

彼
が
水
産
科
を
志
し
た
の
は
当
時

読
み
聞
か
さ
れ
た
「
捕
鯨
船
」
の
話

に
興
味
を
持
ち
、
捕
鯨
船
に
乗
り
組

み
た
い
と
い
う
夢
か
ら
で
あ
っ
た
が
、

成
績
が
芳
し
く
な
く
て
結
局
卒
業
せ

ず
に
樺
太
に
飛
ん
で
行
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
満
州
、
台
湾
、
南
の
島
々

等
を
転
々
と
し
な
が
ら
紀
行
文
や
「
海

賊
王
の
懐
に
入
る
」
と
い
う
膨
大
な

実
話
小
説
を
書
い
て
文
壇
に
名
を
成

し
た
。

　

二
十
余
年
の
放
浪
生
活
の
中
で
兄

と
弟
の
葬
儀
の
た
め
に
帰
郷
し
て
い
る

が
、
大
正
14
年
に
父
が
死
去
し
て
家

督
を
相
続
し
、昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

に
36
歳
で
本
籍
を
東
京
に
移
し
て
い

る
。

　

大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け

て
、「
祖
国
を
招
く
人
々
」「
南
十
字
星

に
祈
る
」「
南
洋
と
裸
人
群
」
等
々
の

小
説
を
書
き
、
当
時
は
久
米
正
雄
や

菊
池
寛
、
村
松
梢
風
な
ど
の
作
家
と

な
ら
び
た
た
え
ら
れ
た
。

　

恩
師
久
泉
氏
と
の
手
紙
の
や
り
取

り
は
続
き
、
多
く
の
書
信
が
残
さ
れ

て
い
る
。
昭
和
８
年
に
発
行
さ
れ
た

与
謝
野
夫
妻
の
歌
集
「
久
住
山
の
歌
」

を
読
ん
だ
感
想
文
を
豊
州
新
報
に
連

載
し
て
い
る
。

　

昭
和
７
年
か
ら
12
年
に
か
け
て
５

回
の
南
洋
旅
行
に
出
か
け
て
お
り
「
南

洋
記
」「
未
開
地
」
等
々
の
多
く
の
紀

行
文
・
小
説
を
残
し
て
い
る
。
昭
和
11

年
９
月
11
日
か
ら
３
日
間
、
25
年
ぶ

り
に
久
住
に
帰
り
旧
知
の
町
民
の
方
々

か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
南
洋
旅
行
か
ら
帰
国
後
、

体
調
を
崩
し
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）

６
月
、
数
え
年
46
歳
で
病
魔
に
斃
れ

た
。

　
「
こ
の
有
為
な
人
材
を
失
っ
た
こ
と

は
、
私
情
は
元
よ
り
日
本
の
た
め
に
惜

し
み
て
も
尚
余
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
」

と
久
泉
氏
は
彼
を
悼
ん
で
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
野　

豊
）

参
照

・
青
木
澄
夫
著
「
放
浪
の
作
家　

安
藤
盛
」
と

　
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
他

・
工
藤
元
平
氏
資
料

南洋通の放浪の作家　安
あ ん ど う

藤　盛
さかん

↑安藤　盛氏
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■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・日付変更線　上・下巻（集英社）　　　　　　　辻　　仁成
・スクラップ・アンド・ビルド（文藝春秋）　　　羽田　圭介
・トンネルの森（KADOKAWA）　　　　　　　　　角野　栄子
・ベトナムの桜（毎日新聞出版）　　　　　　　　平岩　弓枝
・なりたい（「しゃばけ」シリーズ 14）（新潮社）　　　 畠中　　恵
・第二楽章　ヒロシマの風長崎から（スタジオジブリ）　吉永小百合
・わたしの畑の小さな世界「奇跡のリンゴ園」の宝もの
　（エクスプレス）　　　　　　　　　　　　　　 木村　秋則

・サリンジャーに、マティーニを教わった（潮出版社）　　　
　　　　　　　金原　瑞人

・地域からつくる内発的発展論と東北学（藤原書店）
赤坂　憲雄・鶴見　和子

・私の「戦後 70 年談話」（岩波書店）　　　　　　 新崎　盛暉
【子どもの本】
・ぼくらの魔女戦記　１黒ミサ城へ（ポプラ社）　宗田　　理
・藤井兄妹の絶体絶命な毎日（講談社）　　　　　小林　美雪
・世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ（汐文社）　　　　
・バケモノの子（角川つばさ文庫）（KADOKAWA）細田　　守
・ぼくのジィちゃん（佼成出版社）　　　　くすのきしげのり
・こびと大図鑑（チャイルド本社）　　　　　　なばたとしたか
・ぞくぞく村のランプの精ジンジン（あかね書房）　　末吉　暁子
他　80 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

　「菜飯屋春秋」
魚住　陽子　駒草出版

　　小さな料理屋「菜飯屋」・
　 夏子の物語。菜飯屋で提供される食べ物に春
　秋があるようにこころにも生命にも春秋が巡る。
　　菜飯屋の春秋には、人との出会いや緑を育むた
　ましいの処方箋（レシピ）が含まれている……。
　　季節の料理に心が癒されるしみじみとした一冊
　です。

「ニワシドリのひみつ」
鈴木　まもる文・絵　岩崎書店　

　庭師鳥は芸術家。鳥の巣研究家の鈴木
まもるさんがニューギニア・オーストラリアを現
地取材し、不思議なオブジェをつくる庭師鳥のひ
みつを探り研究した一冊。
　オスが、巣とは違う美しい造形物を作るユニー
クな習性から「ニワシドリ（庭師鳥）」と名づけ
られた鳥。
　産経児童出版文化省 JR 賞を受賞した美しい一
冊をどうぞ！

ハテナはかせのへんてこいきものずかん原画展
　9月12日㈯～10月3日㈯までの期間中、土・日・祝日に竹田ア
ートカルチャー「ザ・キャビンカンパニー　暮らしの疑問×図
書館」と題して竹田市立図書館 2 階閉架書庫で絵本原画展を開
催します。
　今、人気急上昇中、ザ・キャビンカンパニーの楽しくてワク
ワクする素晴らしい世界へぜひお出かけください !!

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月9
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

おく
な

6
く
な

7
お

8 9 10 11 12
おく
な

13
く
な

14
お

15 16 17 18 19
おく
な

20
く
な

21
おく
な

22
おく
な

23
おく
な

24 25 26
おく
な

27
く
な

28
お

29 30

今月の休館日
今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　9月16日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　9月10日㈭　14：00～14:30（竹田幼稚園）
　9月17日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）
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管
内
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
て
、
私
が
ほ
ぼ
1
時

間
の
授
業
を
担
当
す
る
と
い
う
、『
ふ
る
さ
と
竹
田
を

考
え
る
訪
問
事
業
』を
始
め
て
１
年
以
上
が
経
過
し
た
。

管
内
に
は
小
学
校
が
12
校
、
中
学
校
が
６
校
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
12
校
を
訪
問
し
た
。
あ
と
６
校
で
一
巡
す
る
。

　

中
学
校
は
２
年
生
が
対
象
、
小
学
校
は
原
則
５
年

生
な
の
だ
が
、
複
式
学
級
を
交
え
て
３
学
年
合
同
で
お

こ
な
っ
た
り
す
る
。
先
日
の
宮
城
台
小
学
校
が
そ
う
で

あ
っ
た
。

　

最
近
は
、
小
規
模
校
を
存
続
さ
せ
る
か
統
廃
合
さ

せ
る
か
な
ど
の
議
論
が
熱
を
帯
び
て
い
る
が
、
そ
の
良

さ
や
現
場
の
創
意
工
夫
の
こ
と
は
、
保
護
者
や
教
員
そ

し
て
地
域
の
人
た
ち
の
声
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
第
三
者
的
発
想
で
強
引
に
自
分

の
考
え
方
を
押
し
付
け
る
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
乱

暴
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
や
は
り
教
壇
に
立
っ
て
み
る

の
が
一
番
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
や
仲
睦
ま
し

い
様
子
は
現
場
で
し
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　

*

　

余
談
だ
が
、
先
日
私
は
教
育
委
員
会
部
局
と
と
も

に
、
四
国
の
久
万
高
原
町
を
訪
れ
た
。
こ
の
ま
ち
の
人

口
は
９
、１
５
０
人
、
小
学
校
は
９
校
で
、
中
学
校
は

２
校
。
小
学
校
は
１
校
を
除
い
た
８
校
が
全
校
児
童
20

人
ほ
ど
の
極
小
規
模
校
な
の
だ
が
、
学
校
の
統
廃
合

と
い
う
考
え
方
は
過
去
一
度
も
俎
上
に
あ
が
っ
た
こ
と

は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
仕
七
川
小
学
校
に

あ
っ
て
は
、
つ
い
最
近
、
全
校
児
童
が
10
人
し
か
い
な

い
の
に
約
２
億
円
を
投
じ
て
校
舎
を
新
築
し
て
い
る
の

だ
。
そ
の
背
景
を
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
い
ま
は

町
議
会
の
議
長
を
務
め
る
高
橋
末
廣
さ
ん
に
お
伺
い
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
心
情
的
に
学
校
を
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
だ
め
だ
と

思
う
ん
で
す
。
私
た
ち
は
、
学
校
で
の
教
育
と
と
も
に

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
こ
そ
、
ふ
る
さ
と
に
貢

献
で
き
る
人
材
が
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
肝
心

な
の
は
数
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
ふ
る
さ

と
の
将
来
を
守
っ
て
く
れ
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
人
で
も
三
人
で
も
い

い
。
こ
こ
で
生
き
る
、
こ
こ
に
帰
っ
て
き
て
ふ
る
さ
と

を
守
る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
人
材
を

つ
く
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
み
ん
な
が
思
っ

て
い
ま
す
し
、だ
か
ら
行
政
も
そ
の
熱
意
を
理
解
し
て
、

新
し
い
学
校
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
教
え
て

く
れ
た
。
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
地
域

の
誇
り
が
な
く
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
言
葉
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
　
　

*

　

さ
て
。
私
の
学
校
訪
問
の
こ
と
に
話
を
戻
そ
う
。
こ

の
授
業
に
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
校
長
先
生

も
担
任
の
先
生
も
、
そ
し
て
参
加
で
き
る
教
員
の
皆
さ

ん
方
も
お
ら
れ
る
か
ら
、
私
と
し
て
は
と
て
も
興
味
深

い
反
応
調
査
の
現
場
で
も
あ
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
授
業
で
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質

問
に
私
が
答
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
て
い
る

の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
も
し
ろ
く
な
い
か
ら
、

私
か
ら
も
色
々
な
質
問
を
投
げ
か
け
た
り
す
る
。
臨

機
応
変
に
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
み
ん
な
の
目
の
前

に
そ
び
え
る
山
の
名
前
は
？
高
さ
は
？
」、「
買
い
物
は

ど
こ
に
行
く
の
？
」、「
い
ま
一
番
ほ
し
い
も
の
は
何
？
」

な
ど
と
問
う
て
み
る
の
だ
。
す
る
と
、
と
て
も
参
考
に

な
る
回
答
が
寄
せ
ら
れ
る
。
買
い
物
の
場
所
は
、
拝

田
原
の
大
型
店
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
わ
さ
だ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
そ
う
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
消
費
者
で
あ
る
保
護
者
の
行
動
が
よ

く
わ
か
る
。
一
番
ほ
し
い
も
の
で
は
、「
コ
ン
ビ
ニ
と
公

園
」
と
な
る
の
だ
。
気
に
な
る
の
は
、
私
た
ち
の
時
代

で
一
番
人
気
で
あ
っ
た
は
ず
の
城
下
町
に
は
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
た
ち
が
寄
り
付
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
行
か
な
い
の
で
は
な
く
て
、
消

費
者
で
あ
る
保
護
者
の
足
が
向
い
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。

　
　
　

*

　

竹
田
市
に
限
っ
た
課
題
で
も
な
か
ろ
う
が
、
こ
う
い

う
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま

竹
田
市
に
住
む
私
た
ち
は
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

な
の
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

城
下
町
で
は
電
線
の
地
中
化
の
計
画
な
ど
を
議
論

い
た
だ
い
て
い
る
。
５
億
円
も
か
か
る
事
業
で
財
源
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
、「
地

域
の
理
解
を
い
た
だ
い
て
」
と
い
う
職
員
の
言
葉
に
あ

る
。
た
し
か
に
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
が
主
体
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
市
民
が
再
生
に
命
が

け
で
臨
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
地
域
が
未
来
に
可
能
性
を
か
け

て
、
夢
を
持
て
る
事
業
だ
か
ら
是
非
実
行
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
欲
な
く
し
て
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
負

の
遺
産
に
な
り
か
ね
な
い
。
文
化
会
館
に
し
て
、
し
か

り
で
あ
る
。

　

久
万
高
原
町
の
よ
う
な
地
域
愛
と
、
人
を
育
て
る
こ

と
こ
そ
未
来
へ
の
財
産
づ
く
り
だ
と
す
る
崇
高
な
理
念

が
い
ま
竹
田
市
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

↑宮城台小学校の児童のみなさん（ふるさとを考える
訪問授業）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

人
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
、未
来
へ
の
財
産
づ
く
り
︱
︱
︱

竹
田
市
民
は
、ま
ち
の
再
生
に
命
が
け
で
臨
ん
で
い
る
か

市長コラム
〈第73回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。
人との出会いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が働くからで
あるという意味。
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働
き
盛
り
の
健
康
を
支
え
る

健
康
寿
命
を
伸
ば
せ

■

健
康
長
寿
日
本
一
を
め
ざ
す

　

大
分
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
全
国
８

位
、
女
性
が
全
国
９
位
と
全
国
ト
ッ
プ
10
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日

常
生
活
に
制
限
の
な
い
期
間
、い
わ
ゆ
る『
健

康
寿
命
』
は
、
男
性
全
国
39
位
、
女
性
34
位

と
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
縮
小
さ
せ
る
た

め
、大
分
県
の
新
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
、

〝
健
康
寿
命
日
本
一
の
実
現
〟
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

■

働
き
盛
り
の
世
代
が
鍵
！

　

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、

介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、『
働
き
盛
り
の
人
々
』

の
健
康
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
多
く

の
働
き
盛
り
の
世
代
の
人
々
は
、
仕
事
や
家

庭
が
主
と
な
る
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
が
乱

れ
が
ち
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
診
断
や
病
院
受
診
、
健
康
づ

く
り
す
る
時
間
が
と
れ
ず
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
に
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、
重
症
化
し
て

し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
）
加
入

者
の
医
療
費
を
見
る
と
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
高
い
金
額
に
な
っ
て
お
り
、
中
で
も

竹
田
市
は
大
分
県
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
平
成
25
年
度
）
そ
の
背
景
に
は
、
入

院
を
す
る
人
が
多
く
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
だ

け
で
な
く
、
腎
不
全
に
よ
る
医
療
費
が
高
額

に
な
る
な
ど
、
働
き
盛
り
の
う
ち
か
ら
病
気

が
重
症
化
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
働
き
盛
り
世
代
の
疾
病
の
予

防
を
す
る
に
は
、
日
中
の
多
く
の
生
活
の
場

と
な
る
事
業
所
で
の
健
康
管
理
お
よ
び
健
康

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

■

従
業
員
の
健
康
は
事
業
所
の
利
益
に

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

の
悪
化
に
よ
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど

を
発
症
す
る
と
治
療
に
時
間
が
か
か
り
、
通

常
の
勤
務
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
中
小
企
業

で
は
１
名
で
も
発
症
す
る
と
そ
の
影
響
度
は

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

従
業
員
が
心
身
共
に
健
康
に
勤
め
て
も
ら

う
こ
と
は
、
事
業
所
の
生
産
性
の
向
上
、
事

故
防
止
、作
業
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

従
業
員
の
健
康
支
援
を
通
じ
て
会
社
の
益
を

生
む
と
い
っ
た
考
え
方
を
『
健
康
経
営
』
と

い
い
ま
す
。

　

大
分
県
で
は
、
働
き
盛
り
の
世
代
の
健
康

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
中
の

多
く
の
時
間
を
過
ご
す
事
業
所
で
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、『
健
康
経
営
事
業

所
』
の
認
定
お
よ
び
認
定
に
至
る
ま
で
の
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
で
は
、

認
定
の
た
め
に
県
に
登
録
し
て
い
る
３
６
７

事
業
所
の
う
ち
、
42
事
業
所
が
『
健
康
経
営

事
業
所
』
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
あ
る
に
は
、
働
き

盛
り
の
世
代
の
う
ち
か
ら
病
気
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
事
業
所

が
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
県
の
事
業
は
無
料
で
す
の
で
、
多
く

の
事
業
所
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

●
お
問
い
合
せ　
大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域

保
健
課　

☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

事業主に「健康経営」のススメ

市内の健康経営事業所が知事顕彰を受賞
　８月 17 日、健康経営の考え方や取り組みが県内においても特に
優秀なことから、「九州ジージーシー株式会社（竹田工場）」に、「知
事顕彰」（県内５事業所）が授与されました。
　「九州ジージーシー」は、全従業員の健康診断はもちろん、受
診後のフォローが行える勤務体制を実施しています。また、事業
所内で健康講座を開催、運動大会の企画、始業前の筋力アップ体
操など、様々な健康づくりも実践しています。
　さらに、管理者の口癖は ｢従業員は会社の宝！｣ ｢従業員の健
康無くしては、事業所は成り立たない！｣。まさに、健康経営の考
え方です。受賞おめでとうございます。↑知事顕彰を受賞した「九州ジージーシー株式会社」のみなさん

男性　■竹田市　■大分県　（歳）

女性　■竹田市　■大分県　（歳）

平均寿命　　　　 健康寿命

平均寿命　　　　 健康寿命

80.54 80.06

85.89 86.91

83.04 73.19

79.03 69.85

●
10
月
は「
み
ん
な
で
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
」

　
推
進
月
間
で
す
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郷土の植物 （317）

第126回
阿孫　久見

スズサイコ（ガガイモ科）

　

や
や
標
高
の
高
い
日
当
た
り
の

い
い
乾
い
た
草
原
に
生
育
す
る
高

さ
１
㍍
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く

き

は
普
通
枝
分
か
れ
せ
ず
、
細
く
硬か

た

く
１
本
立
ち
で
す
。

　

対
生
の
葉
は
先
の
と
が
る
線せ

ん
じ
ょ
う状

長ち
ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形
で
下
部
の
大
き
い
も
の

で
長
さ
15
㌢
、
幅
が
１
㌢
ほ
ど
で

す
。
葉
は
下
部
ほ
ど
大
き
く
、
上

部
ほ
ど
小
さ
い
で
す
。

　

夏
の
頃
、
茎
の
先
端
部
の
葉よ

う
え
き腋

か
ら
花か

柄へ
い

を
出
し
て
、
径
２
㌢
ほ

ど
の
厚
ぼ
っ
た
い
淡た

ん
お
う
り
ょ
く
し
ょ
く

黄
緑
色
か
黄お

う

褐か
っ
し
ょ
く
色
の
星
形
の
５
弁
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
花
弁
の
内
側
に
淡た

ん
は
く
り
ょ
く
し
ょ
く

白
緑
色

の
５
個
の
副ふ

く

花か

冠か
ん
（
花
弁
の
中
に

で
き
る
花
弁
状
の
付ふ

属ぞ
く
ぶ
つ物

）
が
あ

り
目
立
ち
ま
す
。
果
実
は
細
長
い

紡ぼ
う
す
い
じ
ょ
う

錘
状
の
袋
で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　

和
名
の
由
来
は
、
つ
ぼ
み
の
形

が
鈴す

ず

に
、
全
体
が
ミ
シ
マ
サ
イ
コ

の
花
に
似
て
い
る
の
で
鈴ス

ズ
サ
イ紫
胡コ

の

名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
の
ご
く
限

ら
れ
た
場
所
に
個
体
は
少
な
い
で

す
が
稀ま

れ

に
観
察
さ
れ
ま
す
。
大
分

県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ
。
花
期
は
７
月

か
ら
８
月
で
す
。

ビックリ「白ゆり」を発見！
　７月下旬、豊岡地区の田んぼの土手に、たくさ
んの花をつけた「白百合」が２本見つかりました。
そのうちの１本は、つきすぎた花の重さに耐えら
れず、茎から折れ倒れていました。（約 60 輪もあ
ったそうです）
　「百合がこんなに花をつけたのを見たのは初め
て。竹田の百合は美しいですね」
　本田百

ゆ り こ

合子さん（名前も「百合」です）と、本
田喜美江さんは、花の観賞を楽しんでいました。〔写
真右から〕


